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「
栄
養
指
導
車
」

「
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
」
と
呼
ば
れ
た
栄
養
指
導
車
は
、
市
内
を
巡
回
し

市
民
の
健
康
管
理
の
指
導
に
活
躍
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
代
後
半
、
朝
鮮
戦
争
の
特
需
な
ど
に
よ
る
産
業
の
復
興

と
と
も
に
、
日
本
人
の
「
食
」
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
。
学

校
の
給
食
に
パ
ン
食
が
導
入
さ
れ
、
デ
パ
ー
ト
に
は
手
軽
で
便
利
な
イ

ン
ス
タ
ン
ト
食
品
が
並
び
ま
し
た
。
魚
肉
ソ
ー
セ
ー
ジ
や
冷
凍
食
品
が

大
衆
化
し
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
日
本
食
生
活
協
会

が
昭
和
三
十
一(

一
九
五
六)

年
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活

の
あ
り
方
を
国
民
に
普
及
さ
せ
よ
う
と
、
バ
ス
を
改
造
し
調
理
設
備
を

持
っ
た
栄
養
指
導
車
を
製
作
。
全
国
各
地
で
指
導
を
始
め
ま
し
た
。

当
市
で
も
栃
尾
保
健
所
が
、
昭
和
三
十
八(

一
九
六
三)

年
か
ら
巡
回

を
開
始
。
昭
和
五
十
四(

一
九
七
九)

年
に
は
、
市
内
約
二
十
四
カ
所
で

指
導
を
行
い
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
人
た
ち
は
、
成
人
病
予
防
に
つ
い
て

指
導
を
受
け
た
ほ
か
、
講
師
が
実
際
に
作
っ
た
料
理
を
試
食
し
、
作
り

方
や
栄
養
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
栄
養
指
導
車
は
そ
の
後
、
栃
尾
保

健
所
が
長
岡
保
健
所
に
統
合
さ
れ
た
平
成
元(

一
九
八
九)

年
ま
で
活
動
。

市
民
の
食
生
活
の
改
善
、
健
康
づ
く
り
大
い
に
貢
献
し
ま
し
た
。

飽
食
の
時
代
に
入
り
、
手
に
入
ら
な
い
食
材
は
な
い
と
い
わ
れ
る
現

在
の
日
本
。
し
か
し
、
不
規
則
な
生
活
や
運
動
不
足
、
偏
っ
た
食
事
に

よ
り
、
糖
尿
病
や
高
脂
血
症
な
ど
の
病
気
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
ま
す
。
当
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
予
防
教
室
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、

市
内
約
百
三
十
人
の
食
生
活
改
善
推
進
委
員
が
、
市
民
の
健
康
を
守
る

た
め
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

（
出
典

昭
和
五
十
四
年
七
月
十
日
発
行
「
広
報
と
ち
お
」
）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
制
施
行
五
十
周
年
を
記
念
し
て
、

「
栃
尾
市
の
あ
ゆ
み
」
を
紹
介
し
ま
す
。

総
務
課
選
挙
広
報
係

‐
５
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み
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施 設 名 休 館 日
市 民 会 館 毎月第１・第３月曜日
文 化 セ ン タ ー 毎月第２月曜日の9～17時

各 公 民 館 図 書 室 毎週月曜日
施 総 合 体 育 館 毎週月曜日
設 吉水ふれあい体育館 毎週月曜日
の 皆 楽 荘 毎週月曜日
休 美 術 館 毎週月曜日

４月29日オープン、毎週火曜日館 杜 々 の 森
中越大震災被害のため休業中道 院 高 原

産業交流センター 毎週月曜日
物 産 館 無 休

※休館日が祝祭日の場合は、変更することがあります。

昭和54年６月６日 栄養指導車
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三
月
十
一
日
、
第
三
回
長
岡
市
・

栃
尾
市
合
併
協
議
会
が
長
岡
市
役
所

で
開
か
れ
、
最
後
の
協
議
項
目
と
な

っ
た
新
市
建
設
計
画
、
平
成
十
七
年

度
予
算
が
協
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
新
市
建
設
計
画
と
は

合
併
し
て
誕
生
す
る
新
し
い
市
を

ど
の
よ
う
に
つ
く
っ
て
い
く
か
を
考

え
、
市
民
と
行
政
が
一
緒
に
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
基
本

計
画
で
す
。
三
十
二
の
分
科
会
、
企

画
総
合
計
画
・
合
併
担
当
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
で
の
作
業
を
通
じ
、
新

市
建
設
計
画
策
定
小
委
員
会
で
検
討

し
策
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

建
設
計
画
に
掲
載
す
る
事
業
は
、

　
戦
略
的
事
業
、
　
生
活
基
盤
整
備

事
業
、
　
合
併
に
伴
い
必
要
と
な
る

事
業
の
三
つ
に
区
分
。
さ
ら
に
、
　

戦
略
的
事
業
の
中
で
合
併
後
三
年
程

度
ま
で
に
着
手
、
実
現
で
き
、
市
民

や
行
政
が
新
市
に
対
し
、
期
待
感
と

達
成
感
を
醸
成
で
き
る
事
業
を
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
ま
し

た
。(

下
図
参
照)

な
お
、
新
市
建
設
の
根
幹
と
な
る

「
新
潟
県
が
推
進
す
る
事
業
」
は
、

県
の
長
岡
地
域
振
興
計
画
、
戦
略
的

社
会
資
本
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
農
業

農
村
整
備
事
業
管
理
計
画
な
ど
の
施

策
を
基
に
、
新
市
の
戦
略
、
安
心
感
、

一
体
感
形
成
に
横
断
的
に
高
い
効
果

を
発
揮
す
る
事
業
と
し
ま
し
た
。

※
建
設
計
画
の
内
容
は
、
合
併
推
進

室
（
市
役
所
三
階
）
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

◎
新
市
建
設
計
画
な
ど
詳
し
い
内
容

は
、
全
世
帯
に
配
布
す
る
「
合
併

協
議
会
報
告
書
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

合
併
推
進
室

‐
５
８

問
合
せ
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長
岡
市
・
栃
尾
市
合
併
協

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://www.

nagaoka-gappei.jp/nagaoka-
tochio
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◆新市建設計画の事業区分の設定

第３回合併協議会で

新しいまちづくりの基本計画

新市建設計画を承認

☆新市建設の根幹となる新潟県事業（地域らしさ価値の向上・安心感・一体感）

まちづくりへの一体感を醸成する事業
新市の一体性の速やかな確立及び住民の福祉向上を図るた
めの一体感醸成・効率化・統廃合に資する事業

安定したまちづくりのための事業
新市全体の安定、住民の生活に対する安心感の向上に向けて、
生活水準を確保するために必要不可欠な社会基盤整備事業

☆
新
市
に
よ
る
根
幹
事
業
（
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
事
業
）

▼
地
域
ら
し
さ
価
値
を
高
め
る
と
と
も
に
、
新
市
民
の
期
待
感
・
達
成
感
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
心
感
・
一
体
感
を
醸
成
す
る
事
業

①　戦略的事業：根幹事業の中核：期待感・達成感

新市将来構想の実現に向けた事業
将来構想の地域らしさ価値（ブランディング価値）を高める
ために、住民と行政が一体となって進めていくべき事業

リーディングプロジェクト：短期間での成功体験・達成体験

②　生活基盤整備（ナショナルミニマム）事業：安心感

③　合併に伴い必要となる事業：一体感

リーディングプロジェクトとは
合併後３年程度までに着手（一定の成果を得る）、実現でき、
新市民の達成感が得られ、“新市としてやっていける”という
期待感を醸成するハード・ソフト事業と定義します。
（新市民と行政が新市を実感し、アピールできる事業）

合
併
協
定
調
印
式
で
は
、
協
議
会

の
関
係
者
や
議
員
、
一
般
傍
聴
者
な

ど
大
勢
の
人
た
ち
が
見
守
る
中
、
馬

場
市
長
と
森
市
長
が
合
併
協
定
書
に

署
名
・
押
印
。
続
い
て
、
立
会
人
の

泉
田
県
知
事
と
両
市
の
議
会
議
長
が

合
併
協
定

調
印
式
を
開
催

署
名
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
共

に
来
年
一
月
一
日

に
長
岡
市
と
合
併

す
る
和
島
村
、
寺

泊
町
、
与
板
町
の

調
印
式
も
併
せ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

調
印
式
後
、
馬
場

市
長
と
泉
田
県
知

事
、
森
市
長
、
そ

し
て
三
町
村
長
が
、

共
存
共
栄
に
よ
る

新
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
固
い

握
手
を
交
わ
し
ま

し
た
。

協
定
書
の
調
印
を
受
け
、
平
成
十

七
年
第
一
回
市
議
会
定
例
会
で
、
栃

尾
市
を
廃
止
し
、
平
成
十
八
年
一
月

一
日
か
ら
そ
の
区
域
を
長
岡
市
に
編

入
す
る
議
案
「
長
岡
市
及
び
栃
尾
市

の
廃
置
分
合
に
つ
い
て
」
な
ど
の
議

案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

馬
場
市
長
は
、
提
案
理
由
の
説
明

の
中
で
「
こ
の
議
案
に
よ
り
、
栃
尾

市
は
平
成
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日

廃
置
分
合
議
案
を

賛
成
多
数
で
可
決

を
も
っ
て
そ
の
歴
史
に
幕
を
降
ろ
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。
五
十
年
余
り
な

れ
親
し
ん
で
き
た
栃
尾
市
と
い
う
名

称
が
な
く
な
る
こ
と
は
、
一
抹
の
寂

し
さ
を
禁
じ
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
栃
尾
市
民
の
五
十
年
先
、

百
年
先
の
将
来
を
見
据
え
る
中
で
、

新
長
岡
市
と
い
う
未
来
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
て
歩
み
を
進
め
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
質
疑
・
討
論
を
行
い
起

立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
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長
岡
市
と
の
合
併
に
向
け
て

そ
の
３

合
併
協
定
書
に
調
印

三
月
十
八
日
、
長
岡
市
役
所
で
長
岡
市
・
栃
尾
市
合
併
協
定
調
印
が

行
わ
れ
、
馬
場
市
長
と
森
長
岡
市
長
が
こ
れ
ま
で
の
協
議
結
果
を
ま
と

め
た
合
併
協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。
（
表
紙
）

こ
れ
を
受
け
、
平
成
十
七
年
第
一
回
市
議
会
定
例
会
で
三
月
二
十
二

日
、
「
長
岡
市
及
び
栃
尾
市
の
廃
置
分
合
に
つ
い
て
」
な
ど
合
併
に
伴

う
議
案
が
提
案
・
審
議
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

大勢の人たちが見守る中で行われた調印式

協定書に署名する馬場市長



そ
れ
で
は
、
平
成
十
七
年
度
の
重
点
施
策

に
つ
い
て
、
総
合
計
画
の
基
本
構
想
に
沿
っ

て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

今
後
の
栃
尾
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
市

町
村
合
併
を
念
頭
に
お
か
ず
に
考
え
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
合
併
後
の
栃
尾
地
域
の
発

展
を
考
え
る
と
き
、
栃
尾
の
埋
れ
て
い
る
資

源
の
発
掘
と
、
地
域
の
自
然
と
歴
史
、
文
化
、

伝
統
な
ど
の
資
源
を
再
評
価
し
、
栃
尾
ら
し

さ
と
い
う
独
自
性
を
い
か
に
し
て
見
い
だ
し
、

長
岡
地
域
の
一
員
と
し
て
地
域
の
発
展
に
つ

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

な
げ
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
栃
尾
地
域
百
年
の
大
計
を
考
え
、
そ

の
芽
出
し
と
し
て
の
「
自
然
と
歴
史
、
文
化
、

伝
統
の
ま
ち
栃
尾
」
と
し
て
売
り
出
し
て
い

く
た
め
の
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
本
年
度
は
、
今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
「
源
義
経
」
の
愛
妾
「
静
御
前
」

あ
い
し
ょ
う

し
ず
か
ご
ぜ
ん

伝
説
を
前
面
に
、
源
氏
を
核
と
し
た
本
格
的

な
誘
客
活
動
の
展
開
、
「
秋
葉
の
火
祭
り
」
、

夏
の
民
俗
行
事
「
石
積
み
」
な
ど
の
伝
統
行

事
の
復
興
お
よ
び
特
産
品
開
発
と
し
て
、
栃

尾
独
自
の
郷
土
料
理
な
ど
の
復
元
に
努
め
る

た
め
の
経
費
と
し
て
、
栃
尾
お
こ
し
推
進
事

業
費
三
百
五
十
七
万
八
千
円
を
計
上
い
た
し

ま
し
た
。

「
住
み
心
地
の
良
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

長
岡
市
と
の
合
併
が
実
現
し
た
と
し
て
も
、

地
域
内
で
の
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
は
交

通
体
系
の
整
備
は
欠
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
を
な
す
基
幹
道
路
一

般
国
道
二
九
〇
号
、
三
五
一
号
の
動
脈
は
既

に
開
通
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
そ
れ
ら

の
拡
充
整
備
と
と
も
に
、
主
要
幹
線
を
有
効

に
活
用
す
る
静
脈
の
整
備
が
肝
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
本
年
度
も
金
沢
平
堤
防
線
、
栃
尾

坂
金
町
線
の
改
良
を
継
続
し
、
都
市･

地
域

機
能
の
整
備
拡
充
を
図
り
「
住
み
心
地
の
良

住
み
心
地
の
良
い

ま
ち
づ
く
り

い
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
な
げ
る
た
め
の
経
費

二
億
七
千
九
百
十
八
万
二
千
を
計
上
い
た
し

ま
し
た
。

次
に
、
「
快
適
で
安
全
な
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
六
年
度
の
冬
は
、
十
九
年
ぶ
り
の

豪
雪
に
見
舞
わ
れ
、
多
く
の
家
庭
で
雪
下
ろ

し
や
そ
の
処
理
に
大
変
な
労
力
を
費
や
さ
れ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
近
年
、
道
路
除
雪
が

整
備
さ
れ
て
き
た
た
め
、
住
宅
の
雪
を
除
け

ば
雪
国
の
苦
し
み
は
大
き
く
軽
減
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
今
冬
の
よ
う
な
豪
雪
時

だ
け
で
な
く
例
年
の
降
雪
で
あ
っ
て
も
、
雪

下
ろ
し
は
市
民
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

ま
す
。
本
年
度
も
克
雪
住
宅
普
及
促
進
事
業

に
栃
尾
市
の
独
自
分
を
上
乗
せ
す
る
制
度
を

継
続
し
、
克
雪
に
向
け
た
住
宅
の
新
築
・
改

築
に
支
援
を
行
い
、
市
民
の
皆
様
の
屋
根
の

雪
下
ろ
し
か
ら
の
開
放
と
、
危
険
防
止
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

農
林
業
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
た
本
市
の

美
し
く
豊
か
な
自
然
と
豊
富
な
水
が
、
農
地

の
荒
廃
に
よ
り
存
亡
の
危
機
を
迎
え
て
い
ま

快
適
で
安
全
な

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

活
力
あ
る

産
業
の
ま
ち
づ
く
り

す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
、
本

年
度
も
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
を
継

続
。
農
地
の
荒
廃
防
止
を
期
す
と
と
も
に
、

食
料･

農
業･
農
村
基
本
法
に
基
づ
き
、
食
料

の
安
定
供
給
、
農
業
の
持
つ
他
面
的
機
能
の

発
揮
、
農
業
の
持
続
的
な
発
展
お
よ
び
農
村

振
興
の
四
つ
の
基
本
理
念
を
踏
ま
え
、
活
力

と
魅
力
に
あ
ふ
れ
る
農
業
、
農
村
の
確
立
を

目
指
し
、
有
機
栽
培
に
よ
る
安
全
で
安
心
で

き
る
野
菜
作
り
な
ど
の
畑
作
振
興
の
た
め
、

山
内
原
地
区
に
お
け
る
モ
デ
ル
ほ
場
補
助
金

と
し
て
六
十
万
円
、
農
業
振
興
補
助
金
と
し

て
五
十
万
円
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

本
年
度
新
た
な
事
業
と
し
て
大
川
戸
地
区
に

設
立
さ
れ
た
、
大
川
戸
農
業
生
産
組
合
が
行

う
継
続
的
な
農
業
生
産
活
動
を
推
進
す
る
た

め
の
補
助
金
千
四
百
十
二
万
円
を
計
上
い
た

し
ま
し
た
。

「
工
業
振
興
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
基
幹

産
業
の
繊
維
産
業
は
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
状

況
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
も
、
二
年
目
と
な
る
地
場
産
業
振

興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
支
援
事
業
を
継
続
し
、

栃
尾
に
お
け
る
繊
維
産
業
の
再
生
に
向
け
、

織
物
組
合
と
と
も
に
繊
維
産
業
の
活
性
化
を

図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
が
、
伝
統
に
よ
り
培
わ
れ
た
技
術

と
新
た
に
導
入
さ
れ
る
先
端
技
術
と
の
融
合

に
よ
り
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
栃
尾

繊
維
の
未
来
へ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
る
よ

う
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

5
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平成17年度予算

源
義
経
の
愛
妾｢

静
御
前｣

の
墓
（
高

徳
寺
坂
・
栃
堀
）
。
源
氏
を
核
と
し

た
誘
客
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す

4
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よ
り
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
。

新
年
度
予
算
は
、
総
合
計
画
、
行
政
改
革

大
綱
を
踏
ま
え
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
歳

出
の
縮
減
と
合
理
化
、
効
率
化
を
図
り
、
事

務
事
業
だ
け
で
な
く
既
存
の
制
度
、
施
策
の

徹
底
し
た
見
直
し
と
、
費
用
対
効
果
に
よ
る

優
先
順
位
に
よ
り
、
創
意
工
夫
と
市
民
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
施
策
に
対
し
、
重
点
的
に
財
源

を
配
分
し
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
度
の
重
点
施
策
は
、
災
害
か

ら
の
復
興
を
最
優
先
に
、
将
来
の
地
域
の
活

性
化
や
現
在
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
な
ど
、

市
民
生
活
の
安
定
と
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

以
下
、
三
月
議
会
冒
頭
で
述
べ
た
市
長
の

施
政
方
針
に
よ
り
、
平
成
十
七
年
度
の
主
な

施
策
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

定
例
市
議
会
で
可
決
さ
れ
、
百
三
十
三
億
円

に
決
ま
り
ま
し
た
。
前
年
度
に
比
べ
、
十
七

億
九
千
二
百
六
十
五
万
円
、
伸
び
率
十
五
・

六
％
の
増
で
す
。

ま
た
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ

た
予
算
の
総
額
は
、
二
百
十
億
七
千
九
百
九

十
五
万
六
千
円
と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
、

十
九
億
四
千
五
百
七
十
万
五
千
円
、
伸
び
率

十
・
二
％
の
大
幅
な
増
と
な
り
ま
し
た
。

新
年
度
の
財
政
状
況
は
、
人
口
の
減
少
、

地
場
産
業
の
業
績
不
振
と
失
業
率
の
増
加
な

ど
に
よ
り
市
税
収
入
が
減
少
。
さ
ら
に
、
交

付
税
算
定
方
式
な
ど
の
見
直
し
に
伴
う
地
方

交
付
税
の
減
額
、
三
位
一
体
改
革
に
伴
う
国

・
県
補
助
負
担
事
業
の
廃
止
・
縮
減
な
ど
に

災害からの復興を最優先に
地域の活性化を図りま

平成17年度一般会計予算１３３

平成17年度施政方針
を述べる馬場市長

昨年10月20日に市民会館で
挙行された市制施行50周年
記念式典。栃尾市の長い歴
史と伝統を継承し、活力あ
るまちづくりを進めていき
ます

地方交付税 
348,000 
26.2%

市債 
167,030 
12.5%

市税 
148,938 
11.2%

国庫支出金 
265,959 
20.0%

公債費 
173,480 
13.0%

土木費 
127,353 
9.6%

民生費 
176,612 
13.3%

災害復旧費 
363,104 
27.3%

地方交付税 
348,000 
26.2%

市債 
167,030 
12.5%

市税 
148,938 
11.2%

国庫支出金 
265,959 
20.0%

公債費 
173,480 
13.0%

土木費 
127,353 
9.6%

衛生費 
112,455 
8.5%

商工費 
93,958 
7.1%

民生費 
176,612 
13.3%

災害復旧費 
363,104 
27.3%

総務費 
91,533 
6.9%

教育費 
82,814 
6.2%

農林水産費 
55,690 
4.2%

消防費 
34,993 
2.6%

その他 
18,008 
1.3%

繰入金 
121,045 
9.1%

県支出金 
99,397 
7.5%

諸収入 
78,805 
5.9%

分担金及び負担金　　　　 
16,819 
1.3%

繰越金 
12,800 
1.0%

その他 
71,207 
5.3%

一般会計歳入（万円） 

一般会計歳出（万円） 



○
栃
尾
お
こ
し
推
進
事
業

三
五
八

○
合
併
対
策
費

一
二
〇

都
市
・
地
域
機
能
の
整
備

・
生
活
交
通
確
保
対
策
事
業

（
路
線
バ
ス
運
行
補
助
）

三
、
四
五
〇

◇
住
み
心
地
の
良
いま

ち
づ
く
り

◇
主
な
重
点
施
策

｢

市
民
主
役｣

の
ま
ち
づ
く
り

・
都
市
計
画
街
路
改
良
工
事

（
金
沢
平
堤
防
線
、
栃
尾
坂
金
町
線
）

二
億
七
、
七
〇
〇

・
平
中
野
俣
線
改
良
工
事

一
、
〇
〇
〇

・
山
田
町
土
ヶ
谷
本
津
川
線

一
、
〇
〇
〇

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
の
整
備

・
が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転
事
業

二
、
四
七
三

・
流
雪
溝
改
良
整
備

（
栄
町
楡
原
線
ほ
か
）

二
、
一
九
六

ゆ
と
り
あ
る
生
活
環
境
の
整
備

・
道
路
除
雪
委
託
料

一
億
〇
、
〇
〇
〇

・
合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
金

二
、
五
二
五

・
克
雪
住
宅
普
及
促
進
事
業
補
助
金

六
九
〇

・
住
宅
産
業
構
造
改
革
等
推
進
事
業
補
助
金

（
雁
木
）

一
五
〇

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

四
億
三
、
八
六
一

安
全
な
暮
ら
し
の
確
保

・
栃
尾
リ
サ
イ
ク
ル
作
戦

一
、
五
〇
六

◇
快
適
で
安
全
な

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

・
生
ご
み
処
理
機
器
購
入
費
助
成
事
業

四
〇

・
ご
み
袋
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
事
業

一
、
九
〇
七

・
消
防
施
設
整
備
事
業

六
三
六

・
不
法
投
棄
対
策
事
業

四
三

農
林
水
産
業
振
興

・
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

（
上
塩
地
区
、
入
東
地
区
）

六
、
三
七
〇

・
県
営
担
い
手
育
成
基
盤
整
備
事
業

（
吉
水
地
区
、
下
塩
地
区
）

三
、
一
四
五

・
県
営
中
山
間
地
域
総
合
農
地
防
災
事
業

（
吉
水
江
改
修
）

二
七
六

・
県
営
農
地
環
境
整
備
事
業

（
下
来
伝
地
区
）

一
、
九
八
〇

・
揮
発
油
税
身
替
農
道
整
備
事
業

（
栃
尾
地
区
農
免
道
路
）

五
、
五
九
〇

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

一
億
四
、
三
九
四

・
林
道
九
川
葎
谷
線
開
設
事
業

四
、
九
九
三

・
地
域
農
林
業
生
産
体
制
整
備
事
業
補
助

（
大
川
戸
地
区
）

一
、
四
一
二

・
山
内
原
農
業
振
興
事
業

一
一
〇

・
首
都
圏
交
流
促
進
事
業

一
五
〇

工
業
振
興

・
地
場
産
業
振
興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
支
援

事
業
補
助

一
、
一
三
四

◇
活
力
あ
る産

業
の
ま
ち
づ
く
り

・
不
況
対
策
緊
急
資
金
貸
付
事
業

五
億
二
、
〇
〇
〇

・
中
小
企
業
振
興
資
金
貸
付
事
業三

、
〇
〇
〇

・
小
企
業
経
営
改
善
資
金
貸
付
事
業

四
〇
〇

・
新
規
創
業
支
援
資
金
貸
付
事
業一

、
〇
〇
〇

・
不
況
対
策
特
別
資
金
貸
付
事
業一

、
四
〇
〇

・
産
業
育
成
資
金
貸
付
事
業

四
、
〇
〇
〇

・
災
害
対
策
緊
急
資
金
貸
付
事
業六

、
〇
〇
〇

7
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平
成

年
度
一
般
会
計
予
算

17
主
な
事
業
の
内
容

（
単
位

万
円
）

‥

平成17年度予算

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
開
発
し
た

商
品
な
ど
を
展
示
し
た
ジ
ャ
パ
ン

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
２
０
０
５

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
の

一
環
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

栃
堀
そ
ば
ま
つ
り

「
商
業
振
興
」
に
つ
い
て
は
、
長
引
く
不

況
、
地
場
産
業
の
低
迷
、
さ
ら
に
人
口
の
減

少
、
購
買
客
の
市
外
流
出
な
ど
市
内
商
店
街

で
の
購
買
客
の
減
少
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
も
商
店
街
・
商
業
集
積
活
性
化
基
本

構
想
策
定
事
業
を
継
続
し
、
今
後
の
商
店
街

の
方
向
を
念
頭
に
商
業
活
性
化
へ
の
補
助
と

し
て
予
算
四
十
五
万
円
を
計
上
す
る
と
と
も

に
、
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
策
定
の
た
め

の
経
費
五
十
六
万
八
千
円
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。

「
観
光
振
興
」
に
つ
い
て
は
、
栃
尾
市
は

「
歴
史
と
文
化
、
伝
説
」
の
地
で
す
。
こ
れ

ら
を
観
光
資
源
と
し
、
「
歴
史
と
文
化
、
伝

説
の
地
栃
尾
」
を
売
り
出
す
こ
と
こ
そ
が
栃

尾
地
域
の
今
後
の
発
展
と
、
地
域
の
独
自
性

を
発
揮
す
る
最
良
の
手
段
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
幸
い
、
近
年
は
誘
客
が
図
ら
れ
、
道
の

駅
「
Ｒ
２
９
０
と
ち
お
」
を
中
心
に
栃
尾
の

恵
ま
れ
た
自
然
、
豊
か
な
水
、
豊
富
な
歴
史

遺
産
を
求
め
、
年
々
来
訪
者
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
契
機
に
、
本
年
度
は
さ
ら

に
上
杉
謙
信
公
ゆ
か
り
の
史
跡
な
ど
を
含
め

た
市
内
観
光
の
ル
ー
ト
化
や
、
体
験
・
学
習

型
観
光
へ
の
受
け
入
れ
態
勢
づ
く
り
を
進
め

な
が
ら
、
市
外
か
ら
の
誘
客
を
図
る
た
め
の

経
費
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
は
首
都
圏
と
の
交
流
を
さ

ら
に
促
進
す
る
た
め
、
物
産
販
売
に
加
え
、

新
潟
県
の
情
報
発
信
基
地
ネ
ス
パ
ス
の
あ
る

渋
谷
区
と
連
携
し
、
渋
谷
区
熱
帯
植
物
園
内

の
蛍
の
舞
う
ビ
オ
ト
ー
プ
設
置
に
協
力
。
自

然
豊
か
な
栃
尾
ブ
ラ
ン
ド
の
売
り
込
み
な
ど

を
推
進
す
る
た
め
、
少
額
で
は
あ
り
ま
す
が

予
算
計
上
を
行
い
、
キ
ラ
リ
と
光
る
政
策
と

し
て
栃
尾
の
知
名
度
ア
ッ
プ
と
、
首
都
圏
と

の
交
流
に
よ
る
新
た
な
誘
客
の
発
掘
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
災
害
復
興
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
七
年
度
は
、
昨
年
の
７
・

集
中

13

豪
雨
災
害
お
よ
び

・

中
越
大
震
災
か
ら

10

23

の
復
興
を
目
指
す
年
で
す
。
復
旧
で
な
く
、

今
後
は
今
ま
で
以
上
に
住
み
良
い
地
域
と
す

る
た
め
の
復
興
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

災

害

復

興

ん
。そ

こ
で
、
庁
内
に
復

興
対
策
室
を
設
置
し
、

そ
れ
ら
の
支
援
に
万
全

を
期
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
直
接
の
担
当
と
な

る
建
設
、
農
林
の
両
課

に
は
係
を
そ
れ
ぞ
れ
増

設
し
充
実
を
期
す
と
と

も
に
、
早
期
復
旧
・
復

興
に
あ
た
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
平
成
十
七
年
度

に
お
い
て
災
害
復
旧
経

費
と
し
て
三
十
六
億
三

千
百
四
万
三
千
円
を
計

上
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
何
を
お
い
て

も
復
興
の
大
き
な
力
は
、
そ
こ
に
住
む
人
た

ち
の
生
ま
れ
育
っ
た
地
へ
の
強
い
愛
情
と
、

復
興
へ
の
強
い
熱
意
で
す
。
地
域
の
人
た
ち

の
熱
意
を
結
集
し
た
形
で
、
行
政
で
は
手
助

け
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
平
成
十
七
年
度
の
施
策
の
概
要
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

今
地
方
の
行
政
運
営
は
、
国
主
導
の
画
一

的
な
施
策
や
制
度
の
下
で
は
、
既
に
行
き
詰

ま
り
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
打
開
す

る
に
は
、
地
方
が
そ
の
組
織
基
盤
を
強
化
し
、

地
域
の
資
源
や
特
徴
を
活
か
し
、
都
市
間
競

争
に
打
ち
勝
つ
こ
と
の
で
き
る
活
力
あ
る
自

立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
七
年
度
は
、
本
市
の
長
い
歴
史
と

伝
統
を
継
承
し
、
中
越
の
雄
長
岡
市
の
一
翼

を
担
い
、
羽
ば
た
く
準
備
の
年
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
本
年
は
、
栃
尾
市
と
し
て
の
最
後
の
年

で
も
あ
り
ま
す
。
合
併
を
栃
尾
市
の
閉
幕
と

す
る
こ
と
な
く
新
た
な
時
代
の
幕
開
け
と
す

る
た
め
、
先
人
が
営
々
と
し
て
築
き
上
げ
た

栃
尾
地
域
の
財
産
を
未
来
に
引
き
継
ぎ
、
長

岡
市
全
体
の
財
産
と
し
、
さ
ら
な
る
発
展
に

全
力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
と
、
市
議
会
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
、
平

成
十
七
年
度
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

6
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中越大震災で寸断された国道351号。直ちに
復旧作業を行い11月19日に開通、栃尾市の
生命線が確保されました(本津川地内)

栃
尾
の
魅
力
を
首
都
圏
の
人
た
ち
に

紹
介
し
た
栃
尾
う
る
う
る
紀
行
（
東

京
表
参
道
ネ
ス
パ
ス
、
昨
年
十
一
月

二
十
七
日
・
二
十
八
日
）

平成17年度予算



・
幼
稚
園
就
園
奨
励
補
助
事
業

三
八
八

・
豊
か
な
体
験
活
動
推
進
事
業

（
小
・
中
学
校
）

一
三
七

生
涯
学
習
の
推
進

・
学
童
ク
ラ
ブ
事
業

七
〇
九

・
家
庭
教
育
学
級
開
設
事
業

三
六

・
生
涯
学
習
推
進
事
業

一
二
三

芸
術
文
化
の
振
興

・
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
事
業

一
〇
〇

・
芸
術
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
奨
励
金

三
五
〇

・
美
術
館
企
画
展
事
業

一
、
三
三
七

災
害
復
興
支
援

◇
災
害
復
興

・
被
災
者
健
康
サ
ポ
ー
ト
事
業

一
九
三

・
被
災
者
生
活
再
建
支
援
事
業

八
、
〇
〇
〇

災
害
復
旧

・
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
（
豪
雨
災
）

九
億
一
、
九
六
七

・
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
（
地
震
災
）

一
九
億
九
、
七
八
七

・
農
地
等
施
設
災
害
復
旧
（
豪
雨
災
）

四
、
七
四
七

・
農
地
等
施
設
災
害
復
旧
（
地
震
災
）

六
、
一
一
一

・
林
道
等
施
設
災
害
復
旧
（
地
震
災
）

三
億
六
、
九
五
二

・
そ
の
他
公
共
施
設
災
害
復
旧
事
業

七
、
九
七
五

9
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特別会計予算
７７億７,９９５.６万円

１８億６,８８１.４万円・国民健康保険
２８億９,９１０.０万円・老人保健医療
９億０,４７７.６万円・下 水 道

４,８５２.４万円・簡 易 水 道
１２１.３万円・工業団地造成

８,６２１.９万円・農業集落排水
１９億７,１３１.０万円・介 護 保 険

企業会計予算
水道事業

４億１,６９３.０万円収益的収入
３億７,２２２.９万円収益的支出

８,６８１.３万円資本的収入
２億９,０３９.９万円資本的支出

ガス事業
５億０,０５８.６万円収益的収入
４億５,５８７.２万円収益的支出

１,１６０.０万円資本的収入
８,２７５.２万円資本的支出

中越大震災で道路が崩落した林道
道院線。雪解けを待って復旧工事
に取りかかります

７・13集中豪雨により土砂崩れが発生した
市道菅畑大川戸線。市内各地で復旧工事が
行われています(大川戸地内、３月17日)

商
業
振
興

・
商
工
振
興
事
業
補
助
金

七
六
五

・
商
店
街
・
商
業
集
積
活
性
化
基
本
構
想
等

策
定
事
業

五
七

観
光
振
興

・
ふ
れ
あ
い
植
物
セ
ン
タ
ー
負
担
金

二
四

・
歩
く
旅
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助

六
〇

健
康
づ
く
り
の
推
進

・
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業

三
、
七
二
八

・
妊
産
婦
医
療
費
助
成
事
業

二
三
三

・
健
康
診
査
事
業

四
、
六
五
八

・
予
防
接
種
事
業

二
、
四
三
七

・
子
育
て
支
援
事
業

二
五

・
健
康
づ
く
り
事
業

七
七

・
保
育
所
地
域
活
動
事
業

二
五
五

・
未
満
児
保
育
事
業

一
、
九
〇
一

・
障
害
児
保
育
事
業

三
〇
〇

・
私
立
保
育
所
入
所
委
託
事
業

三
億
五
、
〇
九
八

・
私
立
保
育
所
運
営
費
補
助

一
〇
〇

・
延
長
保
育
推
進
事
業

二
、
〇
〇
八

・
へ
き
地
保
育
所
管
理
運
営
事
業三

、
一
六
七

・
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

三
四
四

・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
事
業七

三
五

◇
人
に
や
さ
し
い

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

社
会
福
祉
の
充
実

・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

二
億
七
、
〇
三
四

・
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
繰
出
金

二
億
二
、
一
四
八

・
単
身
老
人
用
緊
急
通
報
装
置
設
置
事
業

一
三
〇

・
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業一

、
五
〇
〇

・
家
族
介
護
者
等
支
援
交
流
事
業

一
二
八

・
雪
下
ろ
し
支
援
事
業

一
五
一

・
ね
た
き
り
老
人
紙
お
む
つ
給
付

三
七
九

・
ね
た
き
り
老
人
介
護
手
当
支
給

二
一
〇

・
食
の
自
立
支
援
事
業

三
二
八

・
老
人
ホ
ー
ム
等
入
所
措
置
事
業六

、
三
六
〇

・
知
的
障
害
者
施
設
訓
練
等
支
援
費

一
億
八
、
六
一
三

・
知
的
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
費一

、
九
六
九

・
児
童
居
宅
生
活
支
援
費

七
八
一

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成二

、
九
三
五

・
特
別
障
害
者
手
当
等
給
付

三
、
五
二
九

・
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
費

三
四
七

・
心
身
障
害
者
通
所
援
護
事
業
補
助

五
九
五

・
身
体
障
害
者
施
設
訓
練
等
支
援
費

二
、
七
九
三

・
身
体
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
費一

、
〇
二
四

・
精
神
障
害
者
医
療
費
扶
助

六
七
〇

・
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
事
業一

三
五

・
敬
老
会
実
施
委
託
料

一
、
二
三
一

・
老
人
ク
ラ
ブ
助
成
事
業
補
助
金

三
四
五

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
補
助
事
業

一
、
四
〇
〇

・
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
実
施
委
託二

、
〇
七
〇

学
校
教
育
の
整
備
充
実

・
外
国
語
教
育
推
進
事
業

五
〇
六

・
奨
学
金
貸
付
事
業

一
、
八
四
一

・
障
害
児
指
導
事
業

五
二
一

・
情
報
教
育
ア
シ
ス
タ
ン
ト
事
業

二
九
八

・
情
報
化
推
進
事
業
（
小
・
中
学
校
）

一
、
五
〇
六

◇
心
豊
か
な
ひ
と
を

育
む
ま
ち
づ
く
り

8
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昨年６月13日に道の駅で行われたとちお自慢市。あぶらげ
などの特産品のほか、自然、水、豊富な歴史遺産を活用し、
市外からの誘客の増加を図ります

平成17年度予算



市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
三
月
六
日
、

井
出
博
子
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

井
出
さ
ん
は
、
母
親
が
栃
尾
市
出

身
で
、
洗
足
学
園
音
楽
大
学
の
講
師

せ
ん
ぞ
く

を
務
め
る
傍
ら
、
幅
広
い
音
楽
活
動

を
展
開
し
海
外
で
も
活
躍
。
中
越
大

震
災
で
栃
尾
市
民
が
被
害
を
受
け
た

こ
と
に
深
く
心
を
痛
め
た
井
出
さ
ん

の
、｢

少
し
で
も
心
が
和
む
こ
と
に

な
れ
ば｣

と
い
う
強
い
思
い
を
受
け

コ
ン
サ
ー
ト
が
実
現
し
ま
し
た
。

一
部
で
は
井
出
さ
ん
が
、
唱
歌
か

ら
昭
和
史
を
彩
っ
た
り
ん
ご
の
歌
や

川
の
流
れ
の
よ
う
に
な
ど
な
じ
み
深

い
曲
を
熱
唱
。
二
部
で
は
井
出
さ
ん

井
出
博
子

ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

と
ゲ
ス
ト
出
演
の
栃
尾
混
声
合
唱
団

が
、
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
な
ど
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
名
曲
を

そ
れ
ぞ
れ
披
露
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

両
者
の
共
演
で
コ
ン
サ
ー
ト
は
最
高

潮
。
美
し
く
澄
み
切
っ
た
歌
声
と
コ

ー
ラ
ス
が
、
聴
衆
の
心
の
中
で
心
地

よ
く
響
き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

日
本
絵
手
紙
協
会
か
ら
二
百
十
一

通
、
と
ち
お
絵
手
紙
の
会
か
ら
二
十

五
通
の
お
見
舞
い
と
応
援
の
絵
手
紙

が
届
き
、
住
宅
団
地
の
住
民
に
配
付

し
た
ほ
か
集
会
所
に
掲
示
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
同
協
会
が
、
住
み
慣
れ
た

家
か
ら
仮
設
住
宅
に
移
り
、
窮
屈
で

不
安
な
生
活
を
お
く
っ
て
い
る
被
災

者
の
ス
ト
レ
ス
を
和
ら
げ
、
少
し
で

も
元
気
を
出
し
て
も
ら
お
う
と
募
集

し
た
も
の
。
会
員
た
ち
の
心
の
メ
ッ

絵
手
紙
が
届
き
ま
し
た

セ
ー
ジ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

市
民
会
館
で
三
月
十
四
日
、
中
越

大
震
災
復
興
イ
ベ
ン
ト
「
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
保
育
所(

園)

の
園
児
た

ち
に
明
る
さ
と
元
気
を
与
え
た
い
と
、

日
本
保
育
協
会
新
潟
県
支
部
が
企
画

し
た
も
の
。
ト
ラ
ン
プ
マ
ジ
ッ
ク
や

テ
ー
ブ
ル
の
空
中
浮
揚
、
箱
に
閉
じ

こ
め
ら
れ
た
人
の
脱
出
な
ど
、
約
一

時
間
の
シ
ョ
ー
を
楽
し
ん
だ
園
児
た

ち
の
顔
は
う
れ
し
さ
で
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
こ
の
日
は
仮
設
住
宅
の
住

民
約
五
十
人
も
招
待
さ
れ
、
不
思
議

な
世
界
に
目
を
奪
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

中
越
大
震
災
復
興
イ
ベ
ン
ト

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

日
本
雪
工
学
会
信
越
支
部
新
潟
県

中
越
大
震
災
対
策
部
会
は
三
月
十
九

日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
栃
尾
市
の

復
興
に
向
け
て
の
講
演
会
」
を
開
催
。

深
澤
大
輔
新
潟
工
科
大
学
教
授
を
は

じ
め
同
部
会
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
六
人

の
講
師
が
、
雪
と
地
震
に
強
い
家
づ

く
り
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

講
師
は
専
門
の
立
場
か
ら
、
中
越

地
震
と
栃
尾
の
原
風
景
、
住
宅
復
興
、

斜
面
崩
壊
の
特
徴
と
今
後
の
復
旧
対

策
、
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
融
雪
期

に
お
け
る
災
害
復
旧
工
事
の
留
意
点

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解
説
。
い

ず
れ
も
今
後
の
復
興
に
不
可
欠
な
提

言
と
あ
っ
て
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

講演する深澤教授

栃
尾
市
の
復
興
に

向
け
て
の
講
演
会
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私たちも応援します
災害義援金や見舞金のほかに、３月も全国から温かい激励がたくさん届けられました。
澄み切った歌声で心を癒してくれたソプラノ歌手井出博子さんのリサイタル、お見舞

い・応援の絵手紙を送ってくれた日本絵手紙協会ととちお絵手紙の会、子どもたちを楽
しませてくれたマジックショー、復興に向けての講演会を開催した日本雪工学会信越支
部新潟県中越大震災対策部会など、栃尾市の応援団から大きな力をいただきました。

聴衆を魅了した井出博子さんと
栃尾混声合唱団

間近で見ても、種も仕掛けも
分からないマジックショー

集
会
所
に
掲
示
さ
れ
た
絵
手
紙

中
越
大
震
災
に
よ
る
人
的
・
建
物

被
害
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
調
査
の

進
捗
状
況
に
よ
り
そ
の
都
度
広
報
と

し
ん
ち
ょ
く

ち
お
に
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
三
月

三
十
一
日
現
在
の
状
況
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

栃
尾
市
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
お

よ
び
見
舞
金
に
つ
い
て
は
、
一
月
三

十
一
日
現
在
の
状
況
を
二
月
五
日
発

行
の
広
報
と
ち
お
で
紹
介
し
ま
し
た

が
、
中
越
大
震
災
か
ら
半
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
る
現
在
も
、
全
国
か

被

害

状

況

義
援
金
・
見
舞
金

ら
心
温
ま
る
激
励
の
言
葉
と
一
緒
に

届
い
て
い
ま
す
。

義

援

金

義
援
金
は
二
月
一
日
以
降
も
全
国

か
ら
寄
せ
ら
れ
、
三
月
三
十
一
日
現

在
、
四
百
八
十
四
件
・
二
千
八
百
四

十
七
万
六
百
七
十
九
円
と
な
り
ま
し

た
。見

舞

金

見
舞
金
も
二
月
一
日
以
降
寄
せ
ら

れ
、
三
月
三
十
一
日
現
在
、
七
十
七

件
・
二
千
三
百
二
十
九
万
六
百
七
円

と
な
り
ま
し
た
。

市
内
を
は
じ
め
全
国
の
皆
様
か
ら

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
善
意
は
、

栃
尾
市
の
災
害
復
興
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

10

|||||広報とちお17.4.5|||||

集
中
豪
雨
災
害
・中
越
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
て

が
ん
ば
ろ
う｢

栃
尾｣

三
月
三
十
一
日
現
在
の
、
中
越
大
震
災
に
よ
る
人
的
・
建
物
被
害
の

状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
大
震
災
か

ら
間
も
な
く
半
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
も
義
援
金
や

見
舞
金
、
そ
し
て
心
温
ま
る
励
ま
し
が
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

十
九
年
ぶ
り
の
大
雪
で
例
年
よ
り
遅
い
春
と
な
り
ま
し
た
が
、
集
中

豪
雨
災
害
や
中
越
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
、
市
民
一
丸
と
な
っ
て

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

人的被害（人） 住 家 被 害
全 壊 大規模半壊

死 者 行方不明 重 傷 軽 傷 棟 数 世 帯 棟 数 世 帯
1 － 14 78 44 44 60 60

住 家 被 害 非住家被害（棟） ※非住家は、全壊
や大規模半壊な半 壊 一部損壊

公共施設 そ の 他 どの区分はあり棟 数 世 帯 棟 数 世 帯
ません。234 234 5,621 5,695 34 882

（３月31日現在）◆中越大震災による人的被害・建物被害の状況

地
域
の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
た
校
舎
が
新
た
な
旅
立
ち

中
越
大
震
災
で
被
災
し
取
り
壊
し

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
中
野
俣
小

学
校
の
校
舎
の
一
部
が
、
児
童
や
地

域
の
人
た
ち
が
別
れ
を
惜
し
む
中
で

こ
の
ほ
ど
解
体
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
校
舎
は
、
明
治
三
十
五
（
一

九
〇
二
）
年
に
建
て
ら
れ
、
百
年
以

上
に
わ
た
り
多
く
の
子
ど
も
た
ち
を

見
守
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
詰

ま
っ
た
廃
材
の
一
部
は
、
サ
ッ
カ
ー

Ｊ
１
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
ク
ラ

ブ
が
あ
る
施
設
（
聖
籠
町
）
で
再
利

用
さ
れ
る
こ
と
に
決
定
。
地
域
の

人
た
ち
に
愛
さ
れ
た
校
舎
は
三
月

十
七
日
、
新
天
地
で
生
ま
れ
変
わ

る
た
め
旅
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。慎重に運び出される廃材

（３月31日現在）◆災害義援金・見舞金
件 数 金 額
485件 28,475,679円義 援 金
76件 23,240,607円見 舞 金

◆災害見舞金をお寄せいただいた団体
（敬称略・２／１～３／31）および個人

こどもの家(新潟市)
ミサワスポーツ・栃尾釣同好会(栃尾市)
栃尾市役所職員一同
栃尾市役所親和会
井出 博子(東京都八王子市)
災害復興チャリティーＪＡＺＺコンサート
実行委員会(栃尾市)
中日本コンサルタント� (新潟市)

◎災害災害対策本部は、４月から３０１会議
室(市役所３階)に移りました。

復興対策室 ５２－２１２４問合せ



平
成
十
五
、
十
六
年
度
の
二
カ
年

度
税
率
を
低
く
抑
え
て
い
た
国
民
健

康
保
険
税
は
、
保
険
給
付
費
な
ど
を

算
定
基
礎
と
し
た
標
準
的
計
算
方
式

で
の
税
率
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
四
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま

で
の
人
が
負
担
す
る
介
護
納
付
金
が

大
幅
に
増
加
し
て
い
る
た
め
、
こ
の

増
加
分
に
対
応
し
た
国
民
健
康
保
険

税
率
も
併
せ
て
改
正
し
ま
し
た
。

※
詳
細
は
、
二
十
五
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

精
神
障
害
者
、
乳
幼
児
、
妊
産
婦
、

重
度
心
身
障
害
者
お
よ
び
ひ
と
り
親

家
庭
等
に
対
す
る
入
院
時
食
事
療
養

費
標
準
負
担
額
の
助
成
に
つ
い
て
は
、

県
の
助
成
に
加
え
栃
尾
市
独
自
に
住

民
税
課
税
世
帯
に
も
全
額
助
成
し
て

い
ま
す
。

現
行
の
医
療
保
険
制
度
に
お
い
て

は
、
平
均
的
家
庭
に
お
け
る
食
事
に

相
当
す
る
額
を
標
準
負
担
額
と
し
て

求
め
て
お
り
、
入
院
者
と
在
宅
者
の

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率

を
改
正
し
ま
し
た

入
院
時
食
事
療
養
費
標
準

負
担
額
の
助
成
見
直
し
を

否
決

負
担
の
公
平
を
図
る
た
め
見
直
し
を

行
い
、
住
民
税
課
税
世
帯
に
負
担
を

求
め
る
改
正
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

質
疑
、
討
論
を
行
い
起
立
採
決
の

結
果
、
反
対
多
数
で
否
決
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
制
度
は
、
昭
和
四
十
八
年
に

父
子
家
庭
の
児
童
に
対
し
見
舞
金
を

給
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
の
健

や
か
な
成
長
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成

十
年
に
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
制
限

を
受
け
る
母
子
家
庭
な
ど
を
支
給
対

象
に
加
え
、
児
童
育
成
見
舞
金
と
し

て
改
正
し
、
市
独
自
で
見
舞
金
を
支

給
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
厳
し
い
財
政
下
に
お
い

て
は
見
直
し
が
必
要
な
た
め
、
廃
止

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
近
隣
市
町
村
に
お
い
て
、

こ
の
制
度
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
十
五
年
度
か
ら
二
カ
年
の
継

児
童
育
成
見
舞
金
給
付
条

例
を
廃
止

最
終
処
分
場
設
置
条
例

を
制
定

続
工
事
で
建
設
し
て
い
た
最
終
処
分

場
が
、
三
月
に
竣
工
し
、
四
月
か
ら

供
用
を
開
始
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
設
置
目
的
や
所
在

地
な
ど
を
規
定
し
た
栃
尾
市
最
終
処

分
場
設
置
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

※
詳
細
は
、
十
四
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

災
害
復
旧
費
や
除
排
雪
経
費
な
ど
、

一
般
会
計
、
特
別
会
計
（
下
水
道
事

業
、
簡
易
水
道
事
業
、
上
水
道
事
業
、

ガ
ス
事
業
）
の
予
算
補
正
に
か
か
わ

る
専
決
処
分
六
件
を
承
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計

（
下
水
道
事
業
、
簡
易
水
道
事
業
、

介
護
保
険
事
業
）
の
予
算
を
補
正
し

ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
一
般
会
計
の
総
額

は
百
九
十
二
億
八
千
三
十
三
万
八
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

▽
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
制
限
や
負
担
増

な
ど
介
護
保
険
の
改
悪
に
反
対
し
、

議
員
発
議
に
よ
る
次
の
意

見
書
を
可
決
し
、
関
係
省

庁
な
ど
に
提
出

平
成
十
六
年
度
一
般
会
計

な
ど
の
予
算
補
正

改
善
を
求
め
る
意
見
書

▽
全
頭
検
査
に
よ
る
万
全
な
Ｂ
Ｓ
Ｅ

対
策
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

▽
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
改
善

等
を
求
め
る
意
見
書

採
択
と
な
っ
た
も
の

▽
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
制
限
や
負
担
増

な
ど
介
護
保
険
の
改
悪
に
反
対
し
、

請
願
・
陳
情

改
善
を
求
め
る
請
願
（
新
潟
県
社

会
保
障
推
進
協
議
会
会
長
坪
谷

誠
）

▽
全
頭
検
査
に
よ
る
万
全
な
Ｂ
Ｓ
Ｅ

対
策
の
継
続
を
求
め
る
請
願
（
農

民
運
動
新
潟
県
連
合
会
代
表
者
町

田
拡
）

▽
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
改
善

等
に
関
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め

る
陳
情
（
栃
尾
生
活
と
健
康
を
守

る
会
代
表
中
野
透
）
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過疎地域自立促進計画(後期計画)を議決

栃尾市は、平成１２年４月１日から施行された過疎地域自
立促進特別措置法による過疎地域の指定を受け、過疎地域自
立促進計画を策定し、平成１２年度から１６年度までの５年
間を前期計画として事業に取り組んできました。
後期計画は、第６次総合計画に則し、前期計画を踏襲した

うえで、特に課題となる少子高齢化や、地場産業の低迷によ
る雇用の場の確保、情報基盤整備の遅れ、早急な災害復旧と
災害に強い安心して生活が営める生活環境の整備など、その
対策と、自然、歴史、文化といった恵まれた栃尾市の地域資
源の活用による地域づくりについて、検討を重ねてきたもの
です。
平成１７年度から２１年度までの後期計画の審議が行われ、

原案どおり議決されました。
なお、この計画に基づいて行う事業は、国庫補助率のかさ

上げや過疎対策債の充当など財政上の特別措置、基幹的な市
町村道や公共下水道を県が市町村に代わって整備する県代行
制度、金融上および税制上の特別措置など、計画実現のため
の支援措置を受けることができます。

集
中
豪
雨
お
よ
び
中
越
地
震
か
ら

の
復
興
を
図
り
、
長
岡
市
と
の
合
併

協
議
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
全
庁

的
な
組
織
機
構
の
見
直
し
を
行
い
、

課
設
置
条
例
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

改
正
に
よ
り
、
復
興
対
策
室
を
新

設
し
建
設
課
・
農
林
課
を
強
化
す
る

ほ
か
、
総
合
政
策
室
を
合
併
推
進
室

に
名
称
を
変
更
し
ま
す
。
ま
た
、
行

政
管
理
課
お
よ
び
地
域
お
こ
し
推
進

室
を
廃
止
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
二
十
四
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
、
平

成
十
二
年
に
栃
尾
市
個
人
情
報
保
護

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
一
方
、
国

に
お
い
て
は
、
平
成
十
五
年
に
個
人

情
報
保
護
法
お
よ
び
行
政
機
関
の
保

有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
を
制
定
し
、
こ
の
四
月
一
日
か

ら
全
面
施
行
さ
れ
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
条
例
を

制
定

こ
の
た
め
、
全
面
施
行
と
な
る
法

律
と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
、
栃
尾

市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
全
部
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
に
伴
い
、
栃
尾
市
情

報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
条

例
も
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
お
よ
び

居
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
計
画
策
定
業
務

に
つ
い
て
は
、
特
別
会
計
で
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
民
間
事
業
者
の
充
実

な
ど
に
よ
り
年
々
業
務
量
が
減
少
し

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
介
護
支
援
事
業
特
別

会
計
を
廃
止
し
、
四
月
か
ら
一
般
会

計
に
お
い
て
業
務
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

市
の
基
金
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の

金
利
低
迷
に
よ
り
大
き
な
運
用
益
が

望
め
な
い
状
況
で
あ
り
、
ま
た
、
中

越
地
震
な
ど
の
災
害
に
対
応
す
る
た

め
の
財
源
確
保
が
困
難
な
状
況
で
す
。

こ
の
た
め
、
教
育
施
設
整
備
、
市

民
体
育
施
設
整
備
、
芸
術
文
化
ス
ポ

四
つ
の
基
金
を
廃
止

介
護
支
援
事
業
を
特
別

会
計
か
ら
一
般
会
計
に

ー
ツ
振
興
お
よ
び
美
術
品
取
得
基
金

は
、
よ
り
有
効
な
活
用
を
図
る
た
め

財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
る
こ
と

と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
金
条
例
を
廃

止
し
ま
し
た
。

昨
年
七
月
十
三
日
の
豪
雨
災
害
が

激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
が
け
地
に
お
い
て
発
生
し
た
崩

落
な
ど
の
復
旧
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

保
全
対
象
と
な
る
受
益
者
か
ら
一

定
程
度
の
分
担
金
を
徴
収
し
、
こ
の

事
業
の
経
費
に
充
て
る
た
め
、
栃
尾

市
災
害
関
連
地
域
防
災
が
け
崩
れ
対

策
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。

防
災
が
け
崩
れ
対
策
事
業

分
担
金
徴
収
条
例
を
制
定
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平
成
十
七
年
第
一
回
市
議
会
定
例
会
が
、
三
月
九
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で

の
十
六
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

馬
場
市
長
が
施
政
方
針
演
説
を
行
っ
た
あ
と
、
栃
尾
市
課
設
置
条
例
の
一

部
改
正
、
栃
尾
市
教
育
施
設
整
備
基
金
条
例
な
ど
四
基
金
条
例
の
廃
止
、
栃

尾
市
国
民
健
康
税
条
例
の
一
部
改
正
、
各
種
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
、
栃
尾
市
最
終
処
分
場
設
置
条
例
の
制
定
、
栃
尾
市
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画(

後
期)

、
平
成
十
六
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
お
よ
び
平
成
十

七
年
度
の
各
会
計
予
算
な
ど
五
十
二
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

五
十
二
議
案
の
う
ち
、
乳
幼
児
な
ど
の
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
五
議
案
は
反
対
多
数
で
否
決
さ
れ
、
四
十
七
議
案
は
原
案
ど
お
り
可

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。(

施
政
方
針
演
説
、
予
算
は
四
〜
九
ペ
ー
ジ
参
照)

ま
た
、
十
八
日
に
行
わ
れ
た
長
岡
市
・
栃
尾
市
合
併
協
定
調
印
を
受
け
二

十
二
日
、
長
岡
市
及
び
栃
尾
市
の
配
置
分
合
に
つ
い
て
な
ど
合
併
に
伴
い
議

会
議
決
が
必
要
な
四
議
案
が
追
加
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。(

二
ペ
ー
ジ
参
照)

最
終
日
に
追
加
提
案
さ
れ
た
、
県
内
の
市
町
村
合
併
に
伴
う
新
潟
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
の
規
約
改
正
や
平
成
十
六
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

の
議
案
三
件
は
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
発
議
に
よ

る
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係
省
庁
に
提
出
し
ま
し
た
。

市議会の動き
平成１７年第１回

３月定例会

主
な
審
議
結
果

市
の
組
織
を
一
部
変
更

し
ま
す

審議の行方を見守る傍聴者



三
月
二
十
五
日
、
新
金
橋
が
完
成

し
、
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

橋
長
四
二
メ
ー
ト
ル
、
車
道
幅
員

七
・
五
メ
ー
ト
ル
と
両
側
三
・
五
メ

ー
ト
ル
の
歩
道
を
有
す
る
総
幅
員
一

四
・
五
メ
ー
ト
ル
の
新
金
橋
は
、
平

成
十
四
年
度
に
事
業
着
手
。
三
年
の

歳
月
と
、
約
二
億
六
千
万
円
を
投
じ

て
建
設
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

開
通
式
で
は
、
完
成
を
祝
っ
て
関

係
者
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
た
後
、

地
元
住
民
や
芳
香
稚
草
園
の
園
児
た

ち
も
参
加
し
て
、
渡
り
初
め
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

都
市
計
画
道
路
栃
尾
坂
金
町
線
の

新
金
橋
の
開
通
に
よ
り
、
安
全
で
円

滑
な
交
通
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
栃
尾
郷
病
院
や
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
が
あ
る
西
谷
川
左
岸
と
、
市

役
所
や
市
民
会
館
な
ど
が
あ
る
西
谷

川
右
岸
の
同
金
町
金
沢
線
が
結
ば
れ
、

新
た
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完
成
。

周
辺
地
域
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と

し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
十
七
年
度
中
に
、
残

る
新
町
側
の
道
路
改
良
と
仮
橋
の
撤

去
を
行
い
、
事
業
は
完
了
し
ま
す
。

新
金
橋
の
開
通
に
伴
い
、
金
町
側

の
交
差
点
に
信
号
機
が
設
置
さ
れ
、

新
町
側
の
交
差
点
は
、
栃
尾
郷
病
院

か
ら
新
町
に
向
か
う
方
向
が
一
時
停

止
と
な
り
ま
し
た
。
交
通
事
故
に
十

分
注
意
し
て
通
行
く
だ
さ
い
。

完
成
し
た

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

交
通
規
制
が変

わ
り
ま
す

15
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三
年
の
歳
月
を
か
け
て

新
金
橋
開
通

三
月
十
三
日
、
十
一
年
の
歳
月
と
、

総
事
業
費
約
三
億
一
千
五
百
万
円
を

投
じ
た
、
平
土
地
区
画
整
理
事
業
の

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
平
地
区
区
画
整
理

組
合
が
、
道
路
や
公
園
を
整
備
・
改

善
し
、
宅
地
の
利
用
増
進
を
図
り
、

中
心
市
街
地
と
一
体
化
し
た
健
全
な

市
街
地
を
造
成
す
る
た
め
実
施
し
た

も
の
で
す
。

区
画
整
理
が
行
わ
れ
た
場
所
は
、

若
者
世
帯
向
け
住
宅
ス
マ
イ
ル
ハ
イ

ツ
た
い
ら
の
あ
る
一
帯
で
、
面
積
は

約
九
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
平
成
六
年

八
月
に
調
査
を
実
施
し
、
平
成
十
二

年
二
月
に
同
組
合
設
立
準
備
委
員
会

を
設
置
。
平
成
十
三
年
十
一
月
に
組

合
設
立
の
県
知
事
認
可
を
受
け
、
事

業
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
道

路
新
設
工
事
や
整
地
工
事
、
公
園
整

備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

道
の
駅
「
Ｒ
２
９
０
と
ち
お
」
か

ら
近
く
、
７
・

豪
雨
災
害
で
被
害

13

を
受
け
、
現
在
不
通
と
な
っ
て
い
る

と
ち
お
大
橋
の
開
通
に
伴
い
、
市
中

心
部
や
周
辺
市
町
村
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
と
し
て
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
日
は
、
関
係
者
や
地
元
住
民

な
ど
約
七
十
人
が
参
加
し
、
地
域
と

交
通
の
安
全
を
祈
願
。
式
辞
を
述
べ

た
同
組
合
理
事
長
の
大
　
芳
雄
さ
ん

は
、
「
ス
マ
イ
ル
ハ
イ
ツ
た
い
ら
は

入
居
開
始
以
来
、
満
杯
の
入
居
状
況

で
あ
り
、
完
売
し
た
保
留
地
も
住
宅

が
次
々
と
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
住
み
よ
い
活
気
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
汗
を
流
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

環
境
良
好
な
住
宅
地
を
整
備

平
土
地
区
画
整
理
事
業
竣
工

安
全
を
祈
願
す
る
大
崎
さ
ん

完成を祝って芳香稚草園の園児たちも参加した渡り初め

三
月
二
十
八
日
、
馬
場
市
長
を
は

じ
め
泉
田
裕
彦
新
潟
県
知
事
（
代

理
）
、
平
林
豊
作
市
議
会
議
長
、
西

川
洋
吉
県
議
会
議
員
、
そ
し
て
地
元

住
民
な
ど
関
係
者
多
数
が
出
席
し
て
、

待
望
の
「
栃
尾
市
最
終
処
分
場
」
の

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
最
終
処
分
場
は
、
埋
立
地
を

覆
う
建
物
部
分
が
国
庫
補
助
対
象
に

認
め
ら
れ
た
全
国
初
の
施
設
で
す
。

平
成
十
五
年
度
か
ら
二
カ
年
継
続
工

事
で
、
約
十
億
七
千
万
円
を
投
じ
て

文
納
地
内
に
建
設
し
、
四
月
か
ら
不

燃
物
の
埋
立
処
分
を
開
始
し
ま
し
た
。

新
し
い
処
分
場
は
、
周
辺
環
境
と

調
和
を
図
る
た
め
、
埋
立
容
量
約
一

万
五
千
七
百
立
方
メ
ー
ト
ル
の
浸
出

水
が
漏
れ
な
い
二
重
遮
水
シ
ー
ト
構

国
庫
補
助
対
象
と
な
っ
た

全
国
初
の
被
覆
施
設

ひ

ふ

く

周
辺
環
境
に
や
さ
し
い

完
全
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ス
テ
ム

造
の
埋
立
処
理
施
設
に
、
鉄
骨
造
り

の
屋
根
を
設
置
し
た
完
全
ク
ロ
ー
ズ

ド
シ
ス
テ
ム
（
完
全
密
閉
方
式
）
を

採
用
。
こ
れ
に
よ
り
、
ご
み
の
飛
散

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
冬
期

間
の
埋
立
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
や

汚
水
を
場
外
に
出
さ
な
い
な
ど
、
生

活
環
境
へ
の
影
響
に
配
慮
し
た
施
設

で
す
。

処
分
場
か
ら
出
る
浸
出
水
は
汚
水

処
理
施
設
に
集
め
ら
れ
、
有
害
な
重

金
属
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
除
去

や
脱
塩
処
理
を
行
い
、
さ
ら
に
消
毒

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
浄
化
処
理
を
行
い

ま
す
。
脱
塩
処
理
し
た
塩
は
融
雪
剤

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
水

は
埋
立
物
を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
散

水
に
循
環
利
用
す
る
の
で
、
汚
れ
た

水
な
ど
は
河
川
に
は
放
流
し
ま
せ
ん
。

汚
水
を
出
さ
な
い
環
境
に
や
さ
し

い
シ
ス
テ
ム
と
、
塩
と
水
の
再
利
用

シ
ス
テ
ム
。
こ
の
二
つ
の
最
先
端
技

術
が
、
全
国
の
自
治
体
か
ら
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

市
内
で
発
生
し
収
集
し
た
一
般
ご

み
の
う
ち
、
燃
え
る
ご
み
は
環
境
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
焼
却
し
、
燃
え

な
い
ご
み
は
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

で
破
砕
と
資
源
物
の
分
別
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

完
成
し
た
最
終
処
分
場
は
、
十
年

後
ま
で
使
用
す
る
計
画
で
す
。
処
分

場
を
長
く
利
用
す
る
た
め
、
電
動
生

ご
み
処
理
機
器
購
入
費
補
助
事
業
に

よ
る
生
ご
み
の
堆
肥
化
や
、
空
き
缶
、

空
き
び
ん
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

に
よ
り
、
一
層
の
ご
み
の
減
量
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
た
な
処
分
場
建
設
は
容
易
な
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
「
今
以
上
に
ご

み
を
減
ら
そ
う

」
と
い
う
強
い
意

=

思
を
持
ち
、
実
行
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ご
み
の
減
量
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

環
境
衛
生
課

‐
２
４

問
合
せ

53

７
７
ま
た
は

‐
２
２
０
５

53

ご
み
の
減
量
に協

力
く
だ
さ
い

14
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環
境
エ
コ
ペ
ー
ジ

文
納
地
内
に
「
最
終
処
分
場
」
完
成

〜
二
重
遮
水
シ
ー
ト
構
造
と
屋
根
を
設
置
し
た
完
全
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ス
テ
ム
を
採
用
〜

し

ゃ

す

い

４月１日から供用を開始した栃尾市最終処分場。汚水を出さない環境にやさしい
システムと塩と水の再利用システムで、安全な暮らしの確保を目指します

発
生
す
る
塩
と
水
を
再
利
用
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子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
教
室
公
演
発
表
会

３
／

（
お
り
な
す
）

『
あ
ま
ん
じ
ゃ
く
』

13

子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
あ

ま
ん
じ
ゃ
く
」
が
上
演
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
の
熱
演
に
観
客
か

ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
学
校
五
日
制
に
伴

っ
て
公
民
館
が
「
い
き
い
き
ウ

イ
ー
ク
エ
ン
ド
夢
事
業
」
の
一

環
と
し
て
三
カ
年
計
画
で
行
っ

て
い
る
三
年
目
の
活
動
で
す
。

と
ち
お
の
昔
話｢

姫｣

を
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
書
き
下
ろ
し
た
脚
本
を
も

と
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
指
導
を
受
け
、
二
十
人
の
児

童
と
生
徒
が
五
月
か
ら
毎
月
二
回
練
習
。
観
客
は
大
人
顔
負
け
の
歌
と

踊
り
に
感
動
し
、
子
ど
も
た
ち
も
練
習
の
成
果
に
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

と
ち
お
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
で
は
、
利
用

者
に
感
謝
す
る
イ
ベ
ン
ト｢

あ
り
が
と
う
祭｣

を

開
催
。
晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、
ス
キ
ー

や
そ
り
を
楽
し
む
親
子
や
ゲ
ー
ム
に
興
じ
る
子

ど
も
た
ち
の
歓
声
が
飛
び
交
い
、
屋
台
コ
ー
ナ

ー
に
は
お
い
し
い
も
の
を
買
い
求
め
る
人
た
ち

の
行
列
が
で
き
、
終
日
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

三
月
二
十
日
、
三
校
の
吹

奏
楽
部
に
よ
る
合
同
の
フ
レ

ン
ド
シ
ッ
プ
コ
ン
サ
ー
ト
が
、

市
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
ア
ン
コ
ー
ル

を
含
め
十
三
曲
を
披
露
。
マ

ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
　
が
演
奏
さ

れ
る
と
手
拍
子
が
起
き
、
コ

ン
サ
ー
ト
は
最
高
潮
に
達
し

ま
し
た
。
詰
め
掛
け
た
約
三

百
人
の
聴
衆
は
、
息
の
合
っ

た
見
事
な
演
奏
に
大
き
な
拍

手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

三
校
の
吹
奏
楽
部
が

美
し
い
音
色
を
披
露

し
た
コ
ン
サ
ー
ト

ファミリースキー場

３／６ありがとう祭２００５

餅つきを楽しむ子どもたち

栃
尾
高
校
、
秋
葉
中
学
校
、
刈
谷
田
中
学
校

吹
奏
楽
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ン
サ
ー
ト

三
月
五
日
に
白
寿
を
迎
え
ら
れ
た
下

来
伝
の
諏
佐
ツ
ヤ
さ
ん
と
い
ず
み
苑
の

齋
藤
ミ
テ
さ
ん
に
、
外
山
助
役
か
ら
お

祝
い
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

歩
く
こ
と
が
長
生
き
の
秘
訣
と
い
う

諏
佐
さ
ん
は
、
雨
の
日
で
も
ル
ー
ム
ラ

ン
ナ
ー
で
一
日
二
十
分
運
動
。
「
自
分

の
こ
と
は
自
分
で
や
る
」
と
、
布
団
を

二
階
ま
で
背
負
っ
て
運
ぶ
そ
う
で
す
。

齋
藤
さ
ん
は
、
畑
仕
事
の
ほ
か
に
父
親

の
炭
焼
き
を
手
伝
っ
て
い
た
と
あ
っ
て
、

動
く
こ
と
が
大
好
き
。
漬
物
を
作
る
の
が

得
意
で
、
旅
行
に
出
か
け
た
と
き
も
み
ん

な
に
配
り
と
て
も
喜
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

諏
佐
ツ
ヤ
さ
ん(

下
来
伝)

、
齋
藤
ミ
テ
さ
ん(

い
ず
み
苑)

に
３
／
４

白
寿
の
お
祝
い

のびのびと演じる子どもたち

お祝いを受ける齋藤さん

お
祝
い
を
受
け
る
諏
佐
さ
ん

息のあった踊りを披露したフィナーレ

16
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災
害
を
乗
り
越
え

巣
立
ち
の
春

、
栃
尾
高
校
で
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

栃
尾
高
校
で
は
三
月
三
日
、
五
十
七
回
目
の
卒
業
式
を

行
い
、
災
害
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
受
験
や
就
職
試
験
を

乗
り
越
え
て
き
た
総
合
学
科
六
期
生
百
六
十
二
人
が
、
卒

業
証
書
を
手
に
人
生
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

中
学
校
の
第
十
七
回
卒
業
式
は
三
月
八
日
に
行
わ
れ
、

二
百
二
十
七
人
（
秋
葉
中
百
十
九
人
・
刈
谷
田
中
百
八

人
）
が
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
学
び
や
を
後
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
小
学
校
で
も
百
九
十
一
人
が
三
月
二
十
五
日
に

卒
業
式
を
迎
え
ま
し
た
。
東
谷
小
学
校
は
、
震
災
で
校
舎

に
被
害
を
受
け
た
た
め
、
お
り
な
す
で
挙
行
。
児
童
た
ち

は
、
六
年
間
学
ん
だ
校
舎
で
卒
業
式
を
行
う
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
寂
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、
思
い
出
と
希
望
を

胸
に
笑
顔
で
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

越後早春の奇祭

ほだれ祭下来伝の

わ
れ
た
祭
り
は
、
ほ
こ
ら
の
横
に
そ
び

え
る
樹
齢
八
百
年
と
も
い
わ
れ
る
御
神

木
に
、
二
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
し
め
縄

を
奉
納
し
て
開
始
。
今
年
の
初
嫁
厄
払

い
に
は
、
長
岡
市
や
上
越
市
な
ど
か
ら

五
人
の
初
嫁
が
参
加
し
ま
し
た
。

家
内
安
全
や
五
穀
豊
穣
な
ど
を
祈
願

し
た
後
、
御
神
酒
鏡
開
き
、
ほ
だ
れ
太

鼓
の
演
奏
と
続
き
、
御
神
体
の
御
移
降

で
祭
り
は
最
高
潮
。
御
神
体
み
こ
し
に

乗
っ
た
初
嫁
や
外
国
人
女
性
た
ち
は
最

初
、
恥
ず
か
し
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ

て
い
ま
し
た
が
、
み
こ
し
が
男
た
ち
に

よ
っ
て
上
下
に
揺
ら
さ
れ
、
大
勢
の
カ

メ
ラ
マ
ン
か
ら
「
こ
っ
ち
向
い
て

」

=

と
声
が
か
か
る
と
、
満
面
の
笑
顔
で
応

え
て
い
ま
し
た
。

安
産
を
願
っ
た
ほ
だ
れ
祭

卒
業
生
全
員
に
よ
る
合
唱
・
秋
葉
中

後輩に送られる卒業生・刈谷田中

ほ
だ
れ
祭
」
が
下
来
伝
で
開
催
さ
れ

勢
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

おりなすで行われた卒業式・東谷小

冬
山
遭
難
者
の
効
果
的
な
救
助
活
動
を
行
う
た
め
、
警
察

や
消
防
、
山
岳
会
な
ど
の
関
係
者
約
五
十
人
が
参
加
し
て
、

雪
中
救
助
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
雪
に
覆
わ
れ
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場

か
ら
道
院
ま
で
の
山
道
で
踏
査
訓
練
を
行
っ
た
ほ
か
、
ザ
イ

ル(

登
山
用
の
綱)

の
扱
い
方
や
搬
送
訓
練
な
ど
を
実
施
。
万

一
に
備
え
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

冬
山
遭
難
者

３
／

救
出
救
助
訓
練

27

遭
難
者
の
搬
送
方
法
を
熱
心
に

学
ぶ
参
加
者
た
ち

卒業証書授与・栃尾高校



栃
尾
商
工
会
は
三
月
十
一
日
、
栃

尾
市
の
中
心
商
店
街
の
活
性
化
を
図

ろ
う
と
、
谷
内
一
丁
目
、
谷
内
二
丁

目
、
本
町
の
商
業
者
を
中
心
に
設
置

し
た
中
心
商
店
街
活
性
化
懇
談
会
の

報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

同
懇
談
会

は
、
北
海
道

ま
ち
づ
く
り

促
進
協
会
顧

問
の
太
田
清

澄
さ
ん
を
講

師
に
招
き
、

ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
な
が

ら
、
昨
年
十

月
か
ら
今
年

二
月
ま
で
、

五
回
に
わ
た

っ
て
会
合
を

開
催
し
、
活

性
化
策
を
ま

と
め
ま
し
た
。

報
告
会
で

太
田
さ
ん
は
、

「
商
店
街
活

性
化
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
、

ソ
フ
ト
先
行
ハ
ー
ド
追
随
。
短
い
期

間
で
で
き
、
初
期
投
資
の
少
な
い
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
市
民
合
意

を
形
成
し
、
ま
ち
の
顔
と
な
る
場
所

を
作
る
こ
と
で
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
栃
尾
商
工
会
会
長
で

同
懇
談
会
委
員
長
を
務
め
る
藤
崎
徳

幸
さ
ん
は
、
「
今
回
提
案
さ
れ
た
事

業
を
、
関
係
者
の
協
力
を
得
て
何
と

し
て
も
実
現
し
た
い
」
と
意
気
込
み

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

◆
今
回
提
案
さ
れ
た
活
性
化
策

・
駐
車
場
の
整
備

・
ま
ち
の
駅
の
設
置

・
秋
葉
神
社
と
常
安
寺
で
イ
ベ
ン
ト

を
開
催

・
秋
葉
公
園
の
周
辺
整
備

・
市
街
地
の
小
路
整
備

・
西
谷
川
沿
い
の
遊
歩
道
整
備

・
日
曜
日
に
谷
内
通
り
を
歩
行
者
天

国
に
し
て
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を

開
設

・
商
店
街
へ
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成

な
ど
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観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
と
ち
お
紀
行
」
発
刊

栃
尾
市
観
光
協
会
で
は
、
市
制

施
行
五
十
周
年
に
あ
た
り
、
今
日

の
栃
尾
の
姿
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
、
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
と
ち

お
紀
行
」
を
制
作
。
三
月
四
日
、

文
化
セ
ン
タ
ー
で
発
刊
会
を
開
き

ま
し
た
。

企
画
か
ら
二
年
か
け
て
完
成
し

た
今
回
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
い

や
し
の
里
や
味
わ
い
巡
り
な
ど
六

項
目
に
分
け
て
特
集
。
観
光
ス
ポ

ッ
ト
は
地
域
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
、

写
真
も
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
観
光
協
会
副
会
長
で
編

集
委
員
長
の
渋
谷
一
二
さ
ん
は
、

「
豪
雨
災
害
と
中
越
大
震
災
で
作

業
が
思
う
よ
う
に
進
み
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
被
災
者
の
心
の
糧
と
な

る
よ
う
に
一
生
懸
命
作
り
、
満
足

の
い
く
も
の
が
出
来
上
が
り
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
発
刊
に
先
立
ち
二
月
二
十

四
日
、
関
係
者
が
市
役
所
を
訪
れ
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
千
冊
を
馬
場
市
長

に
寄
贈
し
ま
し
た
。

千
三
百
円
、
Ａ
４

価
格
・
内
容

版
カ
ラ
ー
百
五
十
二
頁

栃
尾
市
観
光
協

販
売
・
問
合
せ

会(

道
の
駅
内)

‐
１
１
９

51

５
ま
た
は
、
商
工
観
光
課

52

‐
５
８
２
７

関係者を集めて開かれた発刊会

馬
場
市
長
に
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

手
渡
す
渋
谷
さ
ん

活
性
化
策
に
つ
い
て
説
明
す
る
太
田
さ
ん

栃
尾
商
工
会
が

中
心
商
店
街
の
活
性
化
策
を
提
案

栃
尾
お
こ
し
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
田

中
カ
ツ
イ
さ
ん
（
新
潟
市
）
が
三
月

八
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
伝
統
行
事

を
通
じ
た
地
域
活
性
化
の
方
策
に
つ

い
て
ま
と
め
た
報
告
書
「
栃
尾
の
ま

つ
り
を
軸
と
し
た
地
域
活
性
デ
ザ
イ

ン
の
展
望
」
を
馬
場
市
長
に
手
渡
し

ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度
に
田
中
さ
ん
が
検

討
し
た
事
業
は
、
諏
訪
神
社
の
春
季

大
祭
、
森
上
南
部
神
社
の
百
八
灯
、

秋
葉
の
火
祭
り
、
石
積
み
の
四
つ
。

田
中
さ
ん
は
、
い
ず
れ
の
事
業
も
ロ

マ
ン
と
自
然
に
調
和
し
た
市
民
の
暮

ら
し
が
あ
り
、
歴
史
が
今
に
生
き
て

い
る
と
総
括
し
、
山
間
に
位
置
す
る

栃
尾
独
自
の
素
晴
ら
し
い
伝
承
事
業

で
あ
る
と
称
賛
し
て
い
ま
し
た
。

中
で
も
、
八
月
七
日
の
早
朝
に
行

わ
れ
る
石
積
み
は
全
国
的
に
も
珍
し

い
行
事
で
、
展
開
に
よ
っ
て
は
全
国

的
に
知
ら
れ
る
民
俗
行
事
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
絶
賛
し
て
い
ま
し
た
。

18
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栃
尾
お
こ
し
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
田
中
カ
ツ
イ
さ
ん
が

地
域
活
性
化
の
デ
ザ
イ
ン
を
報
告

栃
尾
市
消
防
団
で
は
四
月
、
団
員

五
百
七
十
人
の
活
動
服
を
新
調
し
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
消
防
庁
が
平
成
十
三
年

三
月
三
十
日
、
消
防
団
員
の
服
装
に

つ
い
て
定
め
た
消
防
団
員
服
制
基
準

を
改
正
。
消
防
団
員
の
服
装
に
、
住

民
な
ど
に
「
消
防
」
と
識
別
し
や
す

く
、
警
察
や
自
衛
隊
な
ど
と
区
別
で

き
る
よ
う
に
オ
レ
ン
ジ
色
を
活
用
す

る
こ
と
と
し
た
た
め
、
新
し
く
作
ら

れ
た
も
の
で
す
。

今
回
の
活
動
服
は
、
地
場
産
業
振

開
発
し
た
生
地
を
使
用
し
製
作
さ
れ

た
も
の
で
、
費
用
も
こ
れ
ま
で
よ
り

安
く
な
り
ま
し
た
。

服
の
色
は
花
紺
で
、
上
着
の
胸
ポ

ケ
ッ
ト
お
よ
び
襟
裏
、
ベ
ル
ト
が
オ

え
り

レ
ン
ジ
色
。
左
側
胸
ポ
ケ
ッ
ト
の
上

部
に
「
栃
尾
市
消
防
団
」
と
刺
し
ゅ

う
さ
れ
て
い
ま
す
。
着
用
し
た
団
員

た
ち
は
、
「
今
ま
で
よ
り
体
に
な
じ

み
、
動
き
や
す
い
で
す
。
気
持
ち
を

新
た
に
消
防
活
動
に
頑
張
り
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
開
発
し
た
生
地
を
使
用

消
防
団
員
の
活
動
服
を
新
調

新調された消防団員の活動服

報
告
書
の
内
容
を
馬
場
市
長
に

説
明
す
る
田
中
さ
ん

昨年行われた石積みであいさつ
する田中さん

江
戸
時
代
に
栃
尾
の
代
官
が
食
べ
て
い
た
と
い
う
料
理
を
復

活
さ
せ
、
観
光
の
目
玉
に
し
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
郷
土
料

理
研
究
会
は
、
三
月
十
六
日
に
試
食
会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
再
現
さ
れ
た
料
理
は
、
栃
尾
市
史
に
載
っ
て
い
る
な

ま
す
や
大
根
料
理
の
ほ
か
、
一
八
三
三
年
の
天
保
の
大
飢
き
ん

が
起
源
と
い
う
あ
ぶ

ら
げ
に
お
か
ら
を
入

れ
た
稲
荷
寿
司
な
ど

い

な

り

約
十
品
。
試
食
し
た

馬
場
市
長
は
、
「
と

て
も
お
い
し
い
。
こ

の
ま
ま
で
も
十
分
に

売
れ
る
」
と
そ
の
完

成
度
の
高
さ
に
驚
い

て
い
ま
し
た
。

江戸時代の栃尾料理再現・試食会

再現した料理を試食する馬場市長
と研究会のメンバー
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３月2３日、文化センターで教育行政に功績のあった人を表彰しました。

（刈谷田中学校長）長年にわたり学校教育の振興発展に尽くされました。○ 早川克己故
（栃尾市美術館長）美術館の発展と栃尾市美術の向上に尽くされました。○近藤 忠造
（栃尾市青少年補導員・小向）多年にわたり青少年の非行防止と健全育成に貢献されま○川上 新吉

した。
（栃尾市青少年補導員・栃堀）多年にわたり青少年の非行防止と健全育成に貢献されま○佐藤 米作

した。
（栃尾市青少年補導員・下塩）多年にわたり青少年の非行防止と健全育成に貢献されま○橘 信子

した。
（栃尾市青少年補導員・大野町）多年にわたり青少年の非行防止と健全育成に貢献され○橘 律子

ました。
（東谷小学校４年・栃堀）新潟県統計グラフコンクール小学校３･４年生の部で知事賞○山本 真緒

を受賞。
（東谷小学校５年・栃堀）新潟県主催「まちづくり月間」作画コンクール高学年の部で○仲野 沙希

最優秀賞を受賞。
（秋葉中学校１年・谷内１）新潟日報社主催「いきいきわくわく科学賞2004」中学校第○石丸 雄貴

１分野の部で東京電力賞を受賞。
（秋葉中学校３年・赤谷）全国中学校柔道大会女子個人70�級に出場。○佐藤みのり
（秋葉中学校３年・旭町）全国中学校柔道大会女子個人57�級に出場。○西川 亜希
（栃尾高校２年・旭町）全国高等学校柔道選手権大会女子個人52kg級に出場。○西川 友梨
（新潟第一高校３年・仲子町）全日本女子ジュニア柔道体重別選手権大会個人57kg級に○磯辺 友里

出場。
（高志高校２年・北荷頃）国民体育大会剣道競技少年男子に出場。○佐藤 優太
（高志高校２年・一之貝）全国高等学校選抜剣道大会男子団体に出場。○三本 将太
（長岡高校２年・新栄町）国民体育大会剣道競技少年女子に出場。○小浦方志織
（長岡高校１年・滝の下町）全国高等学校選抜剣道大会女子団体に出場。○湯谷 綾

新潟日報社主催「いきいきわくわく科学賞2004」中学校第１分野の部で東○秋葉中学校科学情報部
北電力賞を受賞。

西関東吹奏楽コンクール中学校部門Ｂで銀賞を受賞。○刈谷田中学校吹奏楽部
佐藤みのり、西川亜希、奥村紗希）全国中学校柔道大会女子団体に出場。○秋葉中学校柔道部女子（

表
彰
式
に
出
席
し
た
皆
さ
ん

栃
尾
市
消
防
団
（
大
橋
健
三
団

長)

と
第
五
分
団(
小
林
和
昭
分
団

長)

は
、
消
防
庁
長
官
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

栃
尾
市
消
防
団
は
、
昨
年
十
月
二

十
三
日
に
発
生
し
た
中
越
地
震
に
際

し
、
災
害
防
御
活
動
な
ど
を
実
施
。

地
域
住
民
の
安
全
確
保
に
多
大
な
貢

献
を
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
褒
状

ほ
う
じ
ょ
う

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

第
五
分
団
は
、
高
齢
者
世
帯
へ
の

住
宅
用
火
災
報
知
器
の
設
置
を
は
じ

め
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い
ず
み

苑
で
避
難
誘
導
訓
練
を
毎
年
実
施
す

る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
実
施
。

他
の
消
防
団
の
模
範
と
な
る
平
常
時

の
積
極
的
な
活
動
が
認
め
ら
れ
、
表

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

馬場市長に受賞を報告する大橋
団長(左)と小林分団長(右)

消
防
庁
長
官
表
彰

財
団
法
人
美
育
文
化
協
会
主
催
の

同
展
覧
会
に
一
三
三
、
五
一
六
点
の

応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
芳
香

稚
草
園
か
ら
次
の
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。

特
選

入
選
（
敬
称
略
）

清
水

威
吹
（
大
野
町
・
４
歳
）

石
田

笑
香
（
本
津
川
・
５
歳
）

村
山
健
太
郎
（
山
田
町
・
５
歳
）

予
選
リ
ー
グ
Ａ
グ
ル
ー
プ
を
１
位

で
通
過
し
た
栃
尾
ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
ク

ラ
ブ
は
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
１
位
と
の
優

勝
決
定
戦
で
勝
ち
優
勝
し
ま
し
た
。

ニ
ホ
ッ
ケ
ー｢

レ

第
２
回
ユ

デ
ィ
ー
ス｣

親
善
全
国
大
会

２
／

群
馬
県

19

くん斎藤 琳
りん

金沢・６歳

第

回
世
界
児
童
画
展

35

同
コ
ン
ク
ー
ル
（
上
越
美
術
教
育

連
盟
主
催
）
に
二
八
、
八
五
八
点
の

応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
市
内

の
小
・
中
学
生
が
多
数
入
賞
し
ま
し

た
。ま

た
、
毎
年
応
募
し
て
い
る
上
塩

小
学
校
は
、
昨
年
の
特
別
賞
や
特
選

の
入
賞
に
続
い
て
、
今
年
も
児
童
五

人
の
六
作
品
が
特
選
に
入
選
。
成
績

優
秀
校
に
贈
ら
れ
る
、
学
校
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

囲
碁
の
部
（

人
参
加
、
敬
称
略
）

42

Ｓ

級

市
長
杯
争
奪

第

回
24

囲
碁
将
棋
大
会

３
／
６

文
化
セ
ン
タ
ー 栃尾ユニホッケークラブの皆さん

第

回
県
児
童
生
徒
絵

45
画
・
版
画
コ
ン
ク
ー
ル

石
原

文
雄
（
木
山
沢
）

優
勝

和
田

博
夫
（
柏
崎
市
）

２
位

武
士
俣
哲
郎
（
栃

堀
）

３
位

植
村

英
一
（
金

沢
）

敢
闘

佐
藤

浩
（
長
岡
市
）

敢
闘

滝
口

堅
治
（
長
岡
市
）

敢
闘

Ａ

級

勝
沼

宏
之
（
宮

沢
）

優
勝

小
野
田
藤
雄
（
長
岡
市
）

２
位

内
山

英
吉
（
東
が
丘
）

３
位

Ｂ

級

荒
木

公
作
（
栃

堀
）

優
勝

大
崎

義
雄
（
天
下
島
）

２
位

桜
井

剛
（
吹

谷
）

３
位

Ｃ

級

林

賢
吉
（
見
附
市
）

優
勝

高
橋
与
一
郎
（
吉

水
）

２
位

片
岡

太
一
（
金

町
）

３
位

林

悦
（
見
附
市
）

敢
闘

大接戦を繰り広げた囲碁の部

将
棋
の
部
（

人
参
加
、
敬
称
略
）

34

Ａ

級

猪
俣

成
人
（
栄

町
）

優
勝

大
橋

雅
直
（
金

町
）

２
位

山
井

真
樹
（
二
日
町
）

３
位

永
橋

貞
治
（
大

町
）

敢
闘

Ｂ

級

酒
井

精
作
（
原

町
）

優
勝

（
上
の
原
町
）

２
位

渡
辺

良
夫

星
野

実
（
見
附
市
）

３
位

杵
渕

奥
衛
（
水

沢
）

敢
闘

Ｃ

級

藤
田

大
（
宮

沢
）

優
勝

酒
井

祐
紀
（
大
野
町
）

２
位

渡
辺

大
夢
（
本

町
）

３
位

高
林

大
貴
（
谷
内
二
）

敢
闘

20
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市
は
、
経
済
情
勢
が
厳
し
い

中
、
経
営
努
力
を
重
ね
て
い
る

地
場
産
業
の
繊
維
業
界
を
は
じ

め
と
し
た
工
業
、
お
よ
び
商
業

の
振
興
に
対
し
て
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
内
容
を
検
討
の
う

え
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
産
業
振
興
奨
励
事
業
の
問
い

合
わ
せ
は
商
工
観
光
課

‐
52

５
８
２
７
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商
工
業
活
性
化

支
援
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

（平成17年4月1日実施）
融 資 条 件

制 度 名 融 資 対 象 融資利率 信用保証料の補給率資金使途 限度額 融資期間
( )信保付

1,000万円 30％地方産業育成 ○市内に住所または事業所を有し、指定された業種の 運転:5年以内運転資金 年2.45％
中小企業者 設備:7年以内資金 設備資金 (年1.95％)
○市内に住所または事業所を有し、引き続き１年以上中

・借入金額500万円小 経営改善 同一事業を営む中小企業者で、次の条件を全て満た 運転資金
1,000万円 5年以内年2.05％

以下は60％企 資金 すもの 設備資金
・県信用保証協会対象業種 ・本制度融資償還完済業

・500万円を超え1,0振 ○市内に住所または事業所を有し、引き続き１年以上

00万円以下は40％興 共同施設 同一事業を営む中小企業者の組合または団体で、次
設備資金 3,000万円 10年以内年2.05％

の条件を全て満たすもの資 事業資金
・県信用保証協会対象業種 ・本制度融資償還完済金
○市内に住所または事業所を有し、引き続き１年以上
同一事業を営む小企業者で、次の条件を全て満たす

300万円 年1 85％ 3年以内 60％小企業経営改 もの 運転資金
.

・常用従業員数が商業、サービス業は２人以下、製造 設備資金善資金
業は５人以下のもの

・本制度融資償還完済
○市内に１年以上居住している個人および事業を営ん
でいる会社で、次のいずれかの条件に該当するもの
（ただし、信用保証対象業種に限る）

・個人で、借入金と同額以上の自己資金を有し、市内
に新たな事業を開始または新たな会社を設立しよう ・借入金額500万円
とするもの 以下は60％

新規創業支援 運転資金 年2.00％ 運転:5年以内
設備資金 (年1.55％) 設備:7年以内資金

・個人で、市内に事業を開始し１年を経過していない 1,000万円
ものまたは、会社を設立して１年を経過していない ・500万円を超え1,0
もの 00万円以下は40％

・会社で、市内に新たな会社を設立しようとするもの
・会社で、市内に新たな会社を設立し、１年を経過し
ていないもの

・県中小企業創業支援資金融資を受けたもの
○市内に住所または事業所を有し、引き続き１年以上 年2.10％ ・借入金額500万円
同一事業を営んでいる中小企業者(ただし、風俗関 (年1.60％) 以下は60％
連業種、サービス業のうち娯楽業および医療業を除 融資期間５ ・500万円を超え1,0不況対策緊急 運転資金 3,000万円 7年以内
く)で、次の条件を全て満たすもの 年超の場合 00万円以下は40％資金
・最近３ヵ月の売上高が、過去３年間のいずれかの年 年2.20％ ・1,000万円超え3,0
の同期の売上高に比較して減少しているもの (年1.70％) 00万円以下は20％

※保証人・担保は、取扱金融機関の定めるところによる。
※いずれの制度融資も、市税完納が条件で、融資期間には６カ月以内から１年以内の据置期間が含まれます。

○
取
扱
金
融
機
関
お
よ
び
問
合
せ
先

名

称

電
話
番
号

　
第
四
銀
行
栃
尾
支
店

‐
１
１
１
１

52

　
北
越
銀
行
栃
尾
支
店

‐
２
１
１
１

52

長
岡
信
用
金
庫
栃
尾
支
店

‐
１
１
２
２

52

越
後
な
が
お
か
農
業
協
同
組

合
栃
尾
市
内
各
支
店

　
大
光
銀
行
見
附
支
店

‐
１
６
６
０

62

栃
尾
市
役
所
商
工
観
光
課

‐
５
８
２
７

52

栃
尾
商
工
会

‐
４
１
９
１

52

栃
尾
織
物
工
業
協
同
組
合

‐
３
１
１
１

52

事業名 要 件 奨 励 措 置
・５人以上の新たな雇用 ・貸付額は500万円以上
が見込まれること (7億5,000万円を限度)
・貸付対象費用の総額 とする地域総合
(用地取得費を除く)が ・貸付利率は無利子整備資金
2,500万円以上 ・償還は15年以内(５年貸付事業

以内の据置期間を含
む)

・工場新設⇒投下固定資 ・３年間固定資産税の免
産総額が3,000万円を 除
超えかつ、従業員が７ ・５年間年利率１％の利
人以上 子補給
・工場拡張⇒投下固定資
産総額が3,000万円を

工場設置 超えかつ、増加する従
奨励事業 業員が５人以上

・工場移転⇒投下固定資
産総額が2,000万円を
超えるもの。または従
業員数が５人以上の事
業所の移転

・繊維関連の設備費が200 ・５年間年利率１％の利繊維関連
万円以上(３億円限度) 子補給産業設備
であること近代化奨

励事業

… 産業振興奨励事業 …

‐
３
６
４
６

52

……… 栃 尾 市 制 度 融 資 ………
～信用保証料の補給割合を変更しました～
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(平成17年４月１日現在)
氏 名 住 所 担 当 区 域 備考 氏 名 住 所 担 当 区 域 備考
南波 庄吾 栄 町 新栄町、栄町 土田 慶一 人 面 下塩、人面、文納

塩
滝之口、天平、沖布三上 一義 山 田 町 山田町

関 洋一 大 野 原 大野原鈴木 美芳 新 町 新町
谷

大港 捲二 表 町 大町、表町 齋藤 大典 本 所 入塩川、本所
小川セツ子 大 野 町 大野町 多田 悦子 葎 谷 島田、山葵谷、葎谷

栃 地
平中野俣、九川、塩小林 和子 谷 内 ２ 谷内１・２丁目

佐藤 昌子 塩 新 町 中、梅野俣、塩新町松生 貞雄 滝の下町 滝の下町
区

木間 秀夫 上の原町 上の原町 伊東 一男 下 樫 出 下塩谷・上塩谷地区 主任
桐生久美子 旭 町 旭町 金井美代子 宮 沢 宮沢、泉
西川ハツイ 仲 子 町 仲子町 椎谷アイ子 大 川 戸 大川戸、菅畑東
青木 京子 東 町 東町 椎谷 イミ 赤 谷 赤谷

尾
酒井 芳子 本 町 本町 星野 ツヤ 栃 堀 栃堀1～ 4班、小向谷
佐野 榮子 金 町 金町1･2･4区 桑原 康年 栃 堀 栃堀5～15班

下来伝、上来伝山井 行雄 金 町 金町3･5区 地
廣田 嘉夫 松 尾 松尾、寒沢箕輪千鶴子 小 貫 小貫、土ヶ谷

佐藤 勝也 金 沢 金沢3･4･5･6丁目 藤﨑 茂 吹 谷 栗山沢、吹谷区
蔵本 ミチ 金 沢 金沢1･2丁目 原 惠美子 菅 畑 東谷・入東谷地区 主任

地
北荷頃 1～ 9班椿 セツ 原 町 原町1･2･3丁目

上野 直成 北 荷 頃 12～17班吉田 一祐 巻 渕 原町4･5丁目、巻渕
北荷頃10～11班未 定 － 平

西
石原 勝 東 が 丘 東が丘、大倉 福嶋 幸子 北 荷 頃 18～24班

本津川五十嵐三枝 天 下 島 天下島
剣持 國雄 一 之 貝 一之貝

区 谷佐野 善治 楡 原 楡原、岩野、水沢
姉﨑 国男 軽 井 沢 軽井沢、比礼鴉ヶ島

田之口、西野俣星野 紀子 本 町 主任 多田美重子 田 之 口
栃尾地区

木山沢栃尾南小学校区
地
千野富美子 中 中、森上

高橋 恵子 栄 町 主任栃尾地区
林 翠 新 山 新山、繁窪栃尾東小学校区

中村 朝子 上 樫 出 吉水、上樫出、栃倉 金内八代子 西中野俣 西中野俣塩 区
椛澤善一郎 半 蔵 金 半蔵金、田代谷 勝沼百合子 下 樫 出 下樫出、山口、二ツ

諸橋 幸子 北 荷 頃 主任
地 郷屋、山屋、明戸 荷頃・西谷・中野俣

・半蔵金地区区 阿部 盛也 二 日 町 二日町、熊袋
※住所…行政区を掲載 主任児童委員…備考欄に「主任」

◆民生委員・児童委員とは
民生委員の仕事は、社会奉仕の精神をもって、市民の皆さんの相談にのったり、支援をしながら社会
福祉の増進に努めることです。児童委員は、児童や妊産婦の福祉に関して情報の提供や援助を行うもの
です。なお、民生委員が児童委員を兼ねることになっています。
さらに、民生委員・児童委員の中から、児童福祉に関する事項を専門的に担当する主任児童委員があ
ります。
◆仕事の内容は
・担当区域内の住民の実態や福祉需要を日常的に把握する、アンテナの役割があります。また、地域住
民が抱える問題について、相手の立場に立った親身な対応を行います。
・住民が適切な福祉サービスを得られるよう、関係機関・施設・団体などに連絡し、必要な対応を促す
パイプ役を務めます。
福祉事務所援護係 ５２－５８３６問合せ

栃尾市民生委員・児童委員・主任児童委員名簿
(敬称略)

新しい民生委員、児童委員、主任児童委員が決まりましたのでお知らせします。
なお、平地区については、当面、福祉事務所が担当し、決まり次第おしらせします。
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国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
は
、
低
迷
状
況
に
あ
る
地
域
経
済
の
中
で
、
負

担
を
小
さ
く
す
る
た
め
平
成
十
五
年
度
か
ら
特
別
に
引
き
下
げ
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
十
四
年
十
月
の
医
療
制
度
改
革
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

医
療
費
が
予
想
を
超
え
る
増
加
傾
向
に
あ
り
、
介
護
納
付
金
も
大
幅
に
増
加

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、
次
の
表
の
と
お
り
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率

を
改
正
し
ま
し
た
。

◆医療分
区 分 割 合 ７割軽減 ５割軽減 ２割軽減
所 得 割 4.70％

現 行 個人均等割 13,000円 9,100円 6,500円 2,600円
世帯平等割 15,000円 10,500円 7,500円 3,000円

区 分 割 合 ７割軽減 ５割軽減 ２割軽減
所 得 割 7.50％

改 定 個人均等割 18,000円 12,600円 9,000円 3,600円
世帯平等割 22,000円 15,400円 11,000円 4,400円

◆介護分
区 分 割 合 ７割軽減 ５割軽減 ２割軽減
所 得 割 0.72％

現 行
個人均等割 7,000円 4,900円 3,500円 1,400円

区 分 割 合 ７割軽減 ５割軽減 ２割軽減
所 得 割 1.10％

改 定
個人均等割 10,000円 7,000円 5,000円 2,000円

※軽減の額…世帯の合計所得に応じて、均等割・世帯割の
それぞれの額から軽減されます

国民健康保険税 現行・改定税率表

福祉タクシー利用料金助成

福祉タクシー利用料金助成に関する規則が改正され、
４月１日から対象者が一部変わりました。

身体障害者手帳保持者で下表に該当する人、ま対象者
たは療育手帳保持者でＡと判定された人

○…該当 ×…非該当 斜線…等級なし
１ 級 ２ 級 ３ 級障害名 程 度

視覚障害 ○ ○ ○
聴覚障害 ○ ×
平衡機能障害 ×

×音声・言語・そしゃく機能
障害
上肢不自由 ○ ○ ×
下肢不自由 ○ ○ ○
体幹不自由 ○ ○ ○
脳原性運動(上肢)機能障害 ○ ○ ×
脳原性運動(移動)機能障害 ○ ○ ○
心臓機能障害 ○ ○
じん臓機能障害 ○ ○
呼吸機能障害 ○ ○
ぼうこう機能障害 ○ ○
直腸機能障害 ○ ○
小腸機能障害 ○ ○

○ ○ ○ヒト免疫不全ウイルスによ
る免疫機能障害
※重複障害の場合…総合等級ではなく個別の等級で判断

１枚500円のタクシー券を15枚(1年分)交付助成内容
身体障害者手帳または療育手帳、印鑑持参するもの

保健福祉課福祉係 ５２－５８３６申請・問合せ

駐車禁止除外指定車標章

◇車両入れ替えに伴う再交付申請
４月１日から、車両入れ替えに伴う

駐車禁止除外指定車証の再交付申請窓
口が、次のように変更されました。
窓口の変更
今までの窓口…保健福祉課福祉係
新しい窓口…栃尾警察署交通課

持参するもの
・既に交付されている標章
・変更した車両の自動車検車証の写
し
・運転免許証の写し（住所変更の場
合は裏面も必要）
・身体障害者手帳（氏名、障害名、
住所欄）の写し
・印鑑

◇新規交付申請・更新申請
今までどおり、次の窓口で手続きを

行ってください。
申請窓口
身体障害者…保健福祉課福祉係
知的障害者…栃尾警察署交通課
持参するもの
・自動車検車証
・運転免許証
・身体障害者手帳
・印鑑
保健福祉課福祉係問合せ
５２－５８３６

諏訪神社春季大祭

大名行列参加者募集
◆４月29日(祝)に行われる大名行列の、

白丁、稚児、天童などを募集します。

４月20日(水)までに
申込み・問合せ：

諏訪神社 52 2806-

復
興
対
策
室
を
新
設

防
災
と
復
興
に
関
す
る
事
務
を
担

当
す
る
部
署
を
新
設
し
ま
す
。

主
な
事
務

・
災
害
復
興
計
画
に
関
す
る
こ
と

・
生
活
再
建
支
援
制
度
や
仮
設
住
宅

に
関
す
る
こ
と

建
設
課
・
農
林
課
を
強
化

一
日
も
早
い
災
害
復
旧
を
目
指
し

て
職
員
を
増
員
し
、
係
体
制
を
次
の

よ
う
に
変
更
し
ま
す
。

◇
建
設
課
に
工
務
第
一
係
と
工
務
第

二
係
を
置
く

主
な
事
務

・
道
路
、
河
川
、
橋
り
ょ
う
な
ど
の

新
設
改
良
工
事
に
関
す
る
こ
と

・
道
路
、
河
川
、
橋
り
ょ
う
な
ど
の

災
害
復
旧
に
関
す
る
こ
と

◇
農
林
課
に
農
地
第
一
係
と
農
地
第

二
係
を
置
く

主
な
事
務

・
土
地
改
良
事
業
に
関
す
る
こ
と

・
農
地
関
係
の
地
滑
り
に
関
す
る
こ

と
・
農
地
、
農
業
用
施
設
お
よ
び
林
道

の
災
害
復
旧
に
関
す
る
こ
と

合
併
推
進
室
を
設
置

長
岡
市
と
の
合
併
に
向
け
、
総
合

政
策
室
を
合
併
推
進
の
担
当
部
署
と

し
て
、｢

合
併
推
進
室｣

に
名
称
を
変

更
し
ま
す
。

主
な
事
務

・
市
町
村
合
併
の
推
進
に
関
す
る
こ

と
・
重
要
な
行
政
課
題
の
調
査
、
研
究

お
よ
び
推
進
に
関
す
る
こ
と

・
広
域
行
政
に
関
す
る
こ
と

行
政
管
理
課
を
廃
止

事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
行

政
管
理
課
を
廃
止
し
、
担
当
事
務
は

次
の
よ
う
に
移
管
し
ま
す
。

総
務
課
に
移
管
す
る
事
務

・
広
報
広
聴
お
よ
び
市
の
記
録
に
関

す
る
事
務
を
、｢

選
挙
係｣

と｢

広

報
広
聴
係｣

を
統
合
し
て｢

選
挙
広

報
係｣

に
移
管
し
ま
す
。

・
組
織
機
構
の
調
整
に
関
す
る
事
務

を
、｢

人
事
秘
書
係｣

へ
移
管
し
ま

す
。

・
情
報
公
開
お
よ
び
個
人
情
報
保
護

に
関
す
る
事
務
を
、｢

庶
務
係｣

へ

移
管
し
ま
す
。

企
画
財
政
課
に
移
管
す
る
事
務

・
電
子
計
算
組
織
の
管
理
運
用
お
よ

び
情
報
化
の
企
画
推
進
に
関
す
る

事
務
を
担
当
し
て
い
た｢
情
報
推

進
係｣

を
、
企
画
財
政
課
に
移
管

し
ま
す
。

・
行
政
改
革
大
綱
お
よ
び
事
務
事
業

評
価
に
関
す
る
事
務
を
、｢

企
画

調
整
係｣

へ
移
管
し
ま
す
。

監
査
委
員
事
務
局
に
移
管
す
る
事
務

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
関

す
る
事
務
を
、｢

監
査
委
員
事
務

局｣

に
移
管
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
推
進
室
を
廃
止

地
域
お
こ
し
推
進
室
を
廃
止
し
て

事
務
は
教
育
委
員
会
事
務
局
に
移
管

し
、｢
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係｣

で

担
当
し
ま
す
。

総
務
課
人
事
秘
書
係

問
合
せ

52

24

|||||広報とちお17.4.5|||||

市
の
組
織
を
一
部
変
更
し
ま
す

市
は
、
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
組
織
機
構
の
見
直
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。

十
七
年
度
は
、
災
害
復
興
な
ど
の
緊
急
課
題
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

市
役
所
を
目
指
し
て
、
四
月
一
日
か
ら
組
織
の
一
部
を
変
更
し
ま
す
。

変
更
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

災
害
復
興
の

体
制
を
強
化
し
ま
す

市
町
村
合
併
へ
の

対
応
を
強
化
し
ま
す

事
務
を
統
合
し

組
織
を
合
理
化
し
ま
す

４月から

こ
の
展
覧
会
は
、
今
年
で

回
目
と
な
る
毎
年
恒
例
の
シ
リ
ー
ズ
で
、

10

公
募
展
出
品
な
ど
で
意
欲
的
に
制
作
活
動
・
発
表
を
し
て
い
る
、
栃
尾
市

在
住
・
在
勤
の
作
家
た
ち
の
作
品
を
一
堂
に
展
示
す
る
も
の
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
最
も
身
近
な
作
家
た
ち
の
活
躍
ぶ
り
を
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
特
別
企
画
と
し
て
、
実
行
委
員
会
推
薦
の
市
外
作
家
に
よ
る
招

待
作
品
も
展
示
し
ま
す
。

▽
栃
尾
市
美
術
の
今
２
０
０
５
…
日
本
画
、
洋
画
、
書
、
写

展
示
内
容

真
、
美
里
絵
、
染
絵
な
ど

点
▽
招
待
作
家
作
品
展
…
日
本

76

画
、
洋
画
、
書
、
写
真
、
版
画
・
石
彫
な
ど
約

点
15

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
観
覧
券
の
発
売
は
午
後
４
時

分

開
館
時
間

30

ま
で
。
４
月

日

は

時
開
場
）

12

（土）

12

月
曜
休
館
。
た
だ
し
５
月
２
日

は
開
館
し
ま
す
。

休

館

日

（月）

こ
の
展
覧
会
を
観
覧
し
た
希
望
者
に
、
出
品
作
家
に
よ
る
オ

特
別
企
画

リ
ジ
ナ
ル
ミ
ニ
作
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。(

希
望
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

栃
尾
市
美
術
館

‐
６
３
０
０

問

合

せ

53

開
館

周
年
記
念

10栃
尾
市
美
術
の
今
２
０
０
５

４
月
９
日

〜
６
月

日

(土)

12

(日)

お

知

ら

せ

四
月
一
日
か
ら
、
市
民
会
館

と
文
化
セ
ン
タ
ー
の
利
用
受
付

は
生
涯
学
習
課
が
担
当
し
ま
す
。

‐
５
８
１
５

道の駅｢Ｒ290とちお｣

休憩コーナー ◆旅先スケッチ ニューヨーク ４／20(水)～５／１(日)



○
耐
雪
住
宅

３
メ
ー
ト
ル
以
上
の
積
雪
に
耐

え
る
構
造
で
、
雪
庇
対
策
を
講
じ

せ

っ

ぴ

た
建
物
。

○
融
雪
住
宅

電
熱
、
温
水
な
ど
に
よ
り
屋
根

の
上
で
雪
を
と
か
す
構
造
（
装

置
）
の
建
物
。
た
だ
し
、
地
下
水

に
よ
る
散
水
方
式
の
建
物
は
除
く
。

○
落
雪
住
宅

自
然
落
雪
で
、
適
切
な
屋
根

勾
配
（
お
お
む
ね

％
、
四
寸
勾

こ
う
ば
い

22

配
以
上
）
の
上
に
金
属
板
な
ど
の

滑
る
材
料
を
使
用
し
た
屋
根
構
造

で
、
落
ち
た
雪
が
道
路
や
近
所
な

ど
に
迷
惑
を
及
ぼ
さ
な
い
建
物
。

（
改
築
や
改
造
の
場
合
で
、
屋
根

勾
配
の
変
更
を
伴
わ
な
い
屋
根
材

の
葺
き
替
え
は
対
象
外
）

ふ

※
今
年
度
中
に
工
事
完
了
す
る
建
物

で
、
併
用
住
宅
の
場
合
は
住
宅
部

分
の
面
積
が
延
べ
面
積
の
２
分
の

１
以
上
、
住
宅
の
一
部
を
克
雪
住

宅
化
す
る
場
合
は
、
屋
根
面
積
の

２
分
の
１
以
上
の
建
物
が
対
象
に

◆
対
象
と
な
る
住
宅

な
り
ま
す
。

住
宅
の
克
雪
化
に
要
す
る
直
接
工

事
費
（
施
設
費
）
の
３
分
の
１
以
内

限
度
額

▽
耐
雪
式
、
融
雪
式
…

万
円

60

▽
落
雪
式
…

万
円

35

※
申
込
多
数
の
と
き
は
、
限
度
額
を

引
き
下
げ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
対
象
と
な
る
克
雪
住
宅
を
市
内
に

新
築
や
増
改
築
、
克
雪
施
設
を
設

置
す
る
人

②
克
雪
住
宅
が
完
成
し
た
後
３
年
間
、

屋
根
雪
と
克
雪
施
設
に
係
る
調
査

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
報
告
で
き

る
人

③
現
在
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
、

ま
た
は
当
該
住
宅
に
住
む
こ
と
が

確
定
し
て
い
る
人
で
、
市
税
の
滞

納
が
な
い
人

建
設
課
監
理
係

申
込
み
・
問
合
せ

‐
５
８
２
５

52
◆
補
助
金
の
額

◆
申
し
込
み
で
き
る
人

先
の
大
戦
に
お
い
て
外
地
な
ど

(

事
変
地
の
区
域
ま
た
は
戦
地
の
区

域)

に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務

に
服
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護

看
護
婦
お
よ
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護

婦(

慰
労
給
付
金
受
給
者
を
除
く)

に

対
し
て
、
そ
の
御
労
苦
に
報
い
る
た

め
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
内
容
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

平
成

年
３
月

日

請
求
期
限

19

31

※
２
年
間
延
長
さ
れ
ま
し
た

保
健
福
祉
課
援

請
求
先
・
問
合
せ

護
福
祉
係

‐
５
８
３
６

52

新
潟
県
警
察
で
は
、
次
の
と
お
り

採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

受
験
資
格

▽
警
察
官
Ａ(

大
学
卒
業
者)

昭
和

年
４
月
２
日
以
降
に
生

50

ま
れ
た
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
、
平
成

年

月
１
日
か

17

10

ら
勤
務
可
能
な
人

①
４
年
生
大
学
を
卒
業
し
た
人
ま

た
は
平
成

年
９
月

日
ま
で

17

30

警
察
官
Ａ
・
Ｂ

採
用
試
験(

月
採
用)

10

戦
時
衛
生
勤
務
者
に

内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
を
贈
呈

に
卒
業
見
込
み
の
人

②
県
人
事
委
員
会
が
①
と
同
等
と

認
め
る
人

▽
警
察
官
Ｂ(

大
学
卒
業
者
以
外)

昭
和

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

52

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
で
、

62平
成

年

月
１
日
か
ら
勤
務
可

17

10

能
な
人
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
は
除
く

①
申
込
時
、
高
等
学
校
在
学
中
の

人
②
４
年
生
大
学
を
卒
業
し
た
人
ま

た
は
平
成

年
９
月

日
ま
で

17

30

に
卒
業
見
込
み
の
人

③
県
人
事
委
員
会
が
②
と
同
等
と

認
め
る
人４

月
１
日

〜

日

受
付
期
間

（金）

21

（木）

第
一
次
試
験

５
月

日

と

き

22

（日）

新
潟
市

と
こ
ろ

栃
尾
警
察
署

申
込
み
・
問
合
せ

‐
０
１
１
０
ま
た
は
最
寄
り
の

53駐
在
所
、
県
警
察
本
部
警
務
課

０
２
５
‐
２
８
５
‐
０
１
１
０

て
ま
り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
テ
ン
テ
ン
て
ま

り
宅
老
所
で
は
、
利
用
者
と
一
緒
の

時
間
を
過
ご
せ
る
人
、
生
き
が
い
の

あ
る
暮
ら
し
へ
の
お
手
伝
い
が
で
き

て
ま
り
総
合
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
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克
雪
住
宅
用
の
補
助
金
を
受
付

申
し
込
み
は

ま
で

６
月

日
30

(木)

公民館図書室 開館時間を延長
火曜日～金曜日 午前10時～午後７時(祝日は午後５時まで)

土曜日・日曜日 午前10時～午後５時 問合せ： 52-2020

次
の
保
育
所

で
、
一
時
的
に
子

（園）

ど
も
を
預
か
る
一
時
保
育
を
実
施
し

て
い
ま
す
。▽

保
護
者
が
け
が
や
病
気
、

対

象
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
保
育
が
困
難
な

場
合
▽
保
護
者
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

す
る
た
め
に
保
育
を
必
要
と
す
る

一
時
保
育
をご

利
用
く
だ
さ
い

場
合
▽
保
護
者
の
勤
務
の
都
合
に

よ
り
保
育
が
困
難
な
場
合

実
施
保
育
所
（園）

中
央
保
育
所

‐
３
４
３
３

52

白
山
保
育
所

‐
４
０
１
９

52

芳
香
稚
草
園

‐
１
７
６
８

52

善
昌
寺
保
育
園

‐
３
８
６
４

52

双
葉
保
育
園

‐
４
４
０
２

52

み
ど
り
保
育
園

‐
３
２
３
９

52

直
接
各
保
育
所

問
合
せ

（園）

４
月

日

時
〜

と

き

17

（日）
13

お
り
な
す
芝
生
広
場

と
こ
ろ

市
民
ど
な
た
で
も

対

象

三
百
円(

当
日
会
場
で)

参
加
費

栃
尾
グ
ラ
ウ
ン

申
込
み
・
問
合
せ

ド
ゴ
ル
フ
協
会
・
斎
藤

‐
３

53

９
４
８

毎
週
火
曜
日
夜
、
お
よ
び

練
習
日

毎
週
土
曜
日
の
午
前
中

小
学
生

対

象

年
間
一
万
円

会

費

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

市
民
オ
ー
プ
ン
大
会

そ
の
他

催

し

(

栃
尾
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ)

サ
ッ
カ
ー

ジ
ュ
ニ
ア
メ
ン
バ
ー
募
集

４
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

18

（月）

で
に
総
合
体
育
館
内
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
事
務
局

‐
５
５
７
１

52

４
月
〜

年
３
月
、
①
毎

活
動
日

18

週
木
曜
日

時

分
〜

時

分

19

30

21

30

②
毎
週
土
曜
日

時
〜

時

14

16

①
総
合
体
育
館
②
吉
水
ふ

と
こ
ろ

れ
あ
い
体
育
館

歳
〜

歳
く
ら
い
ま
で

対

象

16

40

の
男
女(

初
心
者
大
歓
迎)

男
女
各

人(

先
着
順)

定

員

20

▽

歳
以
下
…
千
五
百
円

年
会
費

20

▽

歳
以
上
…
三
千
円

20

栃
尾
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連

問
合
せ

盟
・
渡
辺

‐
２
３
３
６

53

危
険
物
取
扱
者
試
験

(

乙
種
第
４
類
・
丙
種)

５
月

日

時

分

と

き

21

（土）
13

30

〜

長
岡
市

と
こ
ろ

４
月
７
日

〜

日

受
付
期
間

（木）

18

（月）

消
防
設
備
士
試
験(

甲
種
第
１
・
２

・
３
・
４
・
５
類
、
乙
種
全
類)

６
月

日

時

分

と

き

23

（木）
13

15

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

会
員
募
集

危
険
物
取
扱
者
試
験
・

消
防
設
備
士
試
験

〜

長
岡
市

と
こ
ろ

５
月

日

〜

日

受
付
期
間

20

（金）

31

（火）

※
願
書
は
消
防
本
部(

‐
１
１

52

５
５)

に
あ
り
ま
す

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

新
潟
県
支
部

０
２
５
‐
２
３
１

‐
１
４
４
４
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など今月の税金

納期５月２日

固定資産税

▲

ガス水道

▲

・下水道料金

おしらせ

各
・
種
・
相
・
談

相
談
は
無
料
で
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

□
行
政
相
談

４
月

日

時
〜

時

18

（月）
10

15

市
役
所
別
館
相
談
室
（
２
階
）

□
国
民･

厚
生
年
金
相
談

４
月

日

時
〜

時

20

（水）
10

15

市
役
所
市
民
相
談
室
（
２
階
）

□
家
庭
児
童
相
談

月
曜
日
〜
金
曜
日
９
時
〜

時
16

文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

□
心
配
ご
と
相
談

毎
週
水
曜
日

時
〜

時

10

15

社
会
福
祉
協
議
会
（
新
栄
町
）

□
青
少
年
問
題
相
談

月
曜
日
〜
金
曜
日
９
時
〜

時
16

文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

寄付御礼

▼
薮
田
和
子
さ
ん
（
神
奈
川
県
）
…
一
般

寄
付
金
と
し
て
五
万
円
い
た
だ
き
ま
し

た
。

次のとおり市に寄付を
いただきました。
ありがとうございました。
(16.１.22～16.２.16)

中越地震被災地救援

「掘るまいか」上映会

中越大震災で甚大な被害を被った本市と山
古志村の支援を目的に、感動のドキュメンタ
リー映画｢掘るまいか｣の鑑賞会が開催されま
す。
この映画は、山古志村小松倉集落の先人た

ちが、厳冬の降雪期に妊婦や病人を救うため
に、山向こうの広神村につながるトンネルを
掘ろうと、１６年の歳月をかけて人力で岩山
を掘り抜いた｢中山隧道｣掘削の記録映画です。

ずいど う

ぜひ、ご覧ください。

４月16日(土)19:00～20:30と き
市民会館｢大ホール｣ところ
1,000円(当日会場で)入場料

※入場料は被災地に寄贈
中越地震被災地救援｢掘るまいか｣上問合せ

映実行委員会事務局 ５２－２０２０

しだれ桜祭り
と き：4月24日(日)11時～15時 ところ：栗山沢桜広場

内 容：ミスしだれ桜コンテスト、歌謡ショーなど 問合せ：観光協会 51 1195-
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広報掲載の写真のネガをお貸しします 行政管理課 52 2175-

№ 求 人 職 種 事 業 内 容 勤務地 人数 年齢 賃　金 勤務時間 備　考

1 一般事務
（総合建設業） 建設業 山田町 1 20～26

135,000
～140,000

8:00～17:00 （№ 186251）

2 パチンコホール
スタッフ パチンコ店 本　町 2 不問

154,000
～215,600

8:00～16:30
12:00～20:00 （№ 185351）

3 現場作業員 建設業 栃尾町丙 2 40以下
150,000
～220,000

7:30～17:30 （№ 184051）

4 クレーンオペレ
ーター見習い 建設業 栃尾町丙 2 35以下

150,000
～250,000

7:30～17:30 （№ 183151）

5 建築板金工 板金業 栄　町 2 18～55
150,000
～300,000

8:00～18:00 （№ 182951）

6 介護員
臨時４カ月以上 老人ホーム 泉 2 20～55

147,000
～157,500

7:30～16:30
10:00～19:00

ホームヘルパー２級
（№ 175151）

7
土木施工管理技
術者

建設業 大川戸 2 25～50
250,000
～400,000

8:00～17:00
土木施工管理２級

（№ 172851）

8 整備士 自動車販売修理 金　町 1 25～40
150,000
～220,000

8:30～18:00
自動車整備３級

（№ 171751）

9
生コン車運転手
臨時４カ月以上

建設資材販売 楡　原 2 60以下
100,000
～220,000

8:00～17:00
大型

（№ 169351）

10
建築施工管理技
術者

建設業 大川戸 1 25～50
250,000
～400,000

8:00～17:00
建築施工管理２級

（№ 157951）

11 品質管理 自動車部品製造
業 滝の下町 3 35以下

180,000
～245,000

9:00～18:00 （№ 156651）

12 生鮮販売員 スーパー 栄　町 1 不問
157,000
～215,000

9:30～18:30 （№ 153451）

13
美容師又は
アシスタント

美容院 本　町 2 18～40
130,000
～200,000

9:00～18:00 美容師（№ 150351）

14 縫製 縫製業 天下島 2 20～40
125,000
～150,000

8:00～17:00 （№ 146751）

15 修整工 修整業 上の原町 1 55以下
126,500
～138,000

8:30～17:30 （№ 145451）

16 建設現場作業員 建設業 山田町 8 50以下
180,000
～200,000

8:00～17:00 （№ 135251）

17 板金職工（見習） 板金業 表　町 1 20～30
161,000
～230,000

8:00～17:30 （№ 134351）

18 建築大工 建設業 栃　堀 1 19～55
170,000
～300,000

8:00～18:00 （№ 131951）

19 土木作業員 建設業 山　口 2 20～50
181,000
～213,600

8:00～17:00 車両系（№ 130651）

20
建設機械オペレ
ーター

建設業 大川戸 2 25～55
200,000
～350,000

8:00～17:00 大特車両系（№ 129451）

21 デリバリー管理 修整業 小　貫 1 20～40
150,000
～230,000

8:30～17:30 （№ 128551）

22 土木技術者 建設業 平 1 不問
245,000
～275,000

8:15～17:15
建築士１級・施工管理
１級 （№ 116151）

23 裁断 縫製業 平 2 50以下
130,500
～135,000

8:35～17:00 （№ 166951）

24 製造 菓子製造小売 山田町 1 18～40
150,000
～200,000

8:30～17:30 （№ 111451）

25 タクシー運転手 タクシー業 大　町 1 不問
180,000
～230,000

7:30～16:30
8:00～18:00

普通二種
（№ 15021-  110551）

26 看護師 医院 本　町 1 不問
220,000
～240,000

9:00～12:00
15:00～18:00

看護師・准看護師
（№ 102251）

27
検反作業
臨時４カ月以上

織物業 山田町 1 不問
120,000
～150,000

8:45～17:30 （№ 101351）

28 現場事務員 織物業 山田町 1 不問
140,000
～160,000

8:45～17:30 （№ 99551）

29 縫製管理スタッフ 縫製業 大野町 3 不問
190,000
～210,000

8:20～17:20 （№ 88051）

30 準備員 織物業 泉 1 30～50
114,400
～149,600

8:30～17:30 （№ 86951）

31 整備士 自動車販売修理 平 1 不問
150,000
～250,000

8:00～17:00
自動車整備士３級大型

（№ 61051）

32 裁断員 縫製業 新栄町 1 20～50
140,000
～200,000

8:30～17:30 （№ 69951）

33 ミシンオペレーター 縫製業 新栄町 3 20～50
120,000
～160,000

8:30～17:00
8:30～17:30 （№ 68651）

34 ソーイングスタッフ 縫製業 栄　町 1 18～55
70,510
～154,000

9:00～15:00
9:00～16:00 （№ 67851）

35 縫製及び裁断スタッフ 縫製業 大野町 1 18～50
119,600
～156,400

8:20～17:20 （№ 65451）

最近の求人情報をお知らせします。
既に決定済みのこともありますので、面接を希望する場合や情報内容
詳細についてはハローワーク長岡紹介係におたずねください。
●栃尾地域職業相談室（仮称）開設のお知らせ
ハローワーク栃尾は、平成17年３月31日をもってハローワーク長岡に
統合されました。
このため、求人・求職や雇用保険手続きなどは４月１日以降原則とし
てハローワーク長岡で行うこととなりますが、代替措置としておりなす
２階に栃尾地域職業相談室を開設し求人受理、職業相談、求人情報の提
供などを始めました。どうぞご利用願います。
《求人情報》 （平成17年３月15日現在）

〈問合せ〉
ハローワーク
長岡公共職業安定所
10258－32－1181

求 人 コ ー ナ ー

▽
参
事
兼
課
長
補
佐
倉
茂

◆
総
務
課

二
三
九(

企
画
財
政
課
参
事
兼
課

長
補
佐)

▽
副
参
事
兼
選
挙
広
報

係
長
石
丸
辰
海(

行
政
管
理
課
副

参
事
兼
広
報
広
聴
係
長)

▽
主
事

笹
原
康
司(

行
政
管
理
課
主
事)

▽

主
事
林
高
子(

市
民
課
主
事
補)

▽

副
任
運
転
手
目
黒
新
一(

同
課
運

転
手)

▽
室
長
稲
田
悟(

総

◆
復
興
対
策
室

務
課
長
兼
務)

▽
室
長
補
佐
大
橋

日
出
昭(

建
設
課
副
参
事
兼
用
地

係
長)

▽
主
査
佐
野
智(

農
林
課
主

査)

▽
主
査
多
田
信
昭(

総
務
課
主

任
主
事)

▽
主
任
主
事
植
村
裕(

地

域
お
こ
し
推
進
室
主
任
主
事)

▽
課
長
補
佐
兼
情
報

◆
企
画
財
政
課

推
進
係
長
関
根
堅
一(

行
政
管
理

課
長
補
佐
兼
情
報
推
進
係
長)

▽

企
画
調
整
係
長
清
水
正
明(

行
政

管
理
課
文
書
行
革
係
長)

▽
主
査

藤
田
正(

行
政
管
理
課
主
査)

▽
主

査
諏
佐
欣
也(

同
課
主
任
主
事)

▽

主
事
桜
井
亨(

行
政
管
理
課
主
事)

▽
室
長
目
黒
修
一

◆
合
併
推
進
室

(
企
画
財
政
課
長
兼
務)

▽
室
長
補

佐
諸
橋
長
年(

総
合
政
策
室
長
補

佐)
▽
主
査
佐
藤
義
一(

総
合
政
策

室
主
査)
▽
主
査
桐
生
克
章(

総
合

政
策
室
主
査)
▽
主
事
福
王
寺
隆

宏(

議
会
事
務
局
主
事)

▽
課
長
大
橋
勇
次(
保
健

◆
市
民
課

福
祉
課
長
兼
福
祉
事
務
所
長)
▽

副
参
事
兼
国
保
年
金
係
長
佐
藤
勝

司(

商
工
観
光
課
副
参
事
兼
観
光

係
長)

▽
副
参
事
兼
市
民
係
長
椎

谷
衛(

同
課
市
民
係
長)

▽
主
査
目

黒
都(

環
境
衛
生
課
主
査)

▽
主
査

佐
藤
博
之(

同
課
主
任
主
事)

▽
主

任
主
事
多
田
通
郎(

同
課
主
事)

▽

主
事
諸
橋
伸
子(

行
政
管
理
課
主

事)

▽
課
長
島
正(

総
務
課
参

◆
税
務
課

事
兼
課
長
補
佐)

▽
副
参
事
兼
市

民
税
係
長

(

総
務
課
選

三
本
雅
明

挙
係
長)

▽
主
査
藤
田
克
則(

同
課

主
任
主
事)

▽
主
事
補
佐
藤
裕
美

(

保
健
福
祉
課
主
事
補)

▽
課
長
小
林
文
雄(

同
課

◆
建
設
課

参
事
兼
課
長
補
佐)

▽
課
長
補
佐

笠
井
隆(

庶
務
課
副
参
事
兼
施
設

係
長)

▽
課
長
補
佐(

特
命
担
当)

兼
都
市
計
画
係
長
酒
井
幸
栄(

同

課
副
参
事
兼
都
市
計
画
係
長)

▽

副
参
事
兼
用
地
係
長
佐
々
木
徳
栄

(

市
民
課
副
参
事
兼
国
保
年
金
係

長)

▽
副
参
事
兼
工
務
第
一
係
長

矢
沢
洋
一(

同
課
工
務
係
長)

▽
工

務
第
二
係
長
佐
藤
昭
夫(

同
課
主

査)

▽
主
査
諸
橋
直(

下
水
道
課
主

査)

▽
主
査
長
谷
川
和
也(

生
涯
学

習
課
主
査)

▽
主
査
金
内
嘉
博(

同

課
主
任
技
師)

▽
主
事
酒
井
俊
明

(
生
涯
学
習
課
主
事)

▽
主
事
杉
野

雄
亮(
税
務
課
主
事)

▽
主
事
石
月

昭
博(
同
課
主
事
補)

▽
副
参
事
兼
農
地
第
二
係

◆
農
林
課

長
田
代
徳
信(
税
務
課
副
参
事
兼

市
民
税
係
長)

▽
副
参
事
兼
林
政

係
長
金
内
保(

同
課
林
政
係
長)

▽

農
地
第
一
係
長
外
山
伸
五(
同
課

農
地
係
長)

▽
主
査
稲
田
浩
市(
ガ

ス
水
道
局
主
査)

▽
主
査
川
上
研

一(

環
境
衛
生
課
主
査)

▽
主
査
波

形
隆
一(

商
工
観
光
課
主
査)

▽
主

査
桜
井
敏
明(

同
課
主
任
技
師)

▽

主
査
長
谷
川
幸
枝(

同
課
主
任
主

事)

▽
主
任
主
事
小
林
将
記(

体
育

課
主
任
主
事)

▽
主
任
技
師
勝
沼

栄
一(

同
課
技
師)

▽
主
事
大
崎
誠

(

税
務
課
主
事)

▽
主
事
佐
藤
春
雄

(

同
課
主
事
補)▽

保
健
福
祉
課
長
兼

◆
保
健
福
祉
課

福
祉
事
務
所
長
松
平
道
安(

庶
務

課
長)

▽
課
長
補
佐
兼
福
祉
事
務

所
次
長
石
原
芳
高(

同
課
副
参
事

兼
介
護
保
険
係
長)

▽
副
参
事
兼

介
護
保
険
係
長
内
山
忠
一(

商
工

観
光
課
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
係

長)

▽
健
康
づ
く
り
係
長
今
井
容

子(

同
課
介
護
支
援
係
長)

▽
介
護

支
援
係
長
荒
木
優
子(

同
課
主
任

保
健
師)

▽
主
査
土
田
政
明(

美
術

館
主
査)

▽
主
査
坂
井
嘉
美(

同
課

主
任
主
事)

▽
主
任
主
事
山
井
誠

三
郎(

同
課
主
事)

▽
主
任
主
事
多

田
純
子(

同
課
主
事)

▽
主
事
佐
藤

勝
利(

市
民
課
主
事)

▽
主
事
今
井

佑
香(

税
務
課
主
事)

▽
所
長
高
橋
久
美
子

◆
白
山
保
育
所

(

生
涯
学
習
課
主
査)

▽
主
任
保
育

士
駒
形
芳
子(

中
央
保
育
所
主
任

保
育
士)

▽
課
長
補
佐
藤
崎
雅

◆
環
境
衛
生
課

広(

保
健
福
祉
課
長
補
佐
兼
福
祉

事
務
所
次
長)

▽
主
査
多
田
強(

保

健
福
祉
課
主
査)

▽
主
査
小
林
真

理
子(

白
山
保
育
所
主
任
保
育
士)

▽
課
長
補
佐
兼
観
光

◆
商
工
観
光
課

係
長
多
田
喜
春(

同
課
長
補
佐)

▽

産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
係
長
渡
辺
隆

広(

保
健
福
祉
課
主
査)

▽
主
任
技

師
数
間
高
志(

同
課
技
師)

▽
主
事

小
川
和
也(

企
画
財
政
課
主
事)

▽

主
事
稲
田
真
美(

同
課
主
事
補)

▽
課
長
水
口
哲
哉(

同

◆
下
水
道
課

課
参
事
兼
課
長
補
佐
兼
工
務
係

長)

▽
課
長
補
佐
兼
工
務
係
長
斎

藤
国
夫(

同
課
副
参
事
兼
業
務
係

長)

▽
業
務
係
長
大
塚
伊
知
夫(

市

民
会
館
管
理
係
長)

▽
参
事
兼
次
長
兼
施

◆
ガ
ス
水
道
局

設
係
長
武
士
俣
研
二(

同
局
次
長

兼
施
設
係
長)

▽
主
事
大
崎
孝
喜

(

庶
務
課
主
事)

▽
副
任
技
工
士
椎

谷
恵
一(

同
局
技
工
士)

▽
主
査
山
井
真
樹(

同
課

◆
会
計
課

主
任
主
事)

▽
主
事
難
波
真
奈
美

(

同
課
主
事
補)▽

参
事
兼
次
長
兼
庶

◆
議
会
事
務
局

務
係
長
兼
議
事
係
長
諏
佐
秀
雄

(

同
局
次
長
兼
庶
務
係
長
兼
議
事

係
長)

▽
主
任
主
事
山
内
大
輔(

ガ

ス
水
道
局
主
任
主
事)▽

副
参
事
佐
藤

◆
監
査
委
員
事
務
局

弘
俊(

同
局
主
査(

係
長))▽

参
事
兼
次

◆
農
業
委
員
会
事
務
局

長
佐
藤
幸
雄(

生
涯
学
習
課
長
補

佐
兼
生
涯
学
習
係
長)

▽
課
長
寺
本
昭
三(

行
政

◆
庶
務
課

28
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４
月
１
日
付
け(

)

内
は
旧
職

市
職
員
人
事
異
動

毎週火曜日午後７時まで
証明書発行業務などを実施中

ところ：市役所２階 市民課・税務課の窓口

問合せ：市民課 52 5835,税務課 52 5837- -



４
月

日

○
宵

宮

28

（木）

４
月

日

○
大
名
行
列

29

（祝）

午
前
９
時

分

諏
訪
神
社
出
発

30

※
舞
込
は
残
雪
が
多
い
た
め
中
止

栃
尾
の
春
の
風
物
詩
、
諏
訪
神
社

春
季
大
祭
の
大
名
行
列
は
、
県
内
で

も
第
一
級
の
祭
り
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

雨
天
の
場
合
は
、

※
小
雨
決
行

11

時
か
ら
総
合
体
育
館
で
奴
・
は
や

し
方
の
披
露
と
、
傘
鉾
の
審
査

※
交
通
規
制
に
協
力
を

・
車
両
通
行
止
…

・

日
（
谷
内

28

29

一
〜
秋
葉
ト
ン
ネ
ル
前
交
差
点
）

・
交
通
規
制
…

日
９
時
〜

時
ま

29

11

で
大
町
交
差
点
か
ら
大
野
橋
の
間
。

秋
葉
ト
ン
ネ
ル
を
利
用
く
だ
さ
い
。

くん中澤 拓実
た く み

（赤 谷）
４月13日
３歳児

健診会場で

栃
尾
市
文
化
財
第
一
号
（
風
俗
慣
習
）

大
名
行
列

諏
訪
神
社
春
季
大
祭

３０００個を豪華に展示・即売

てまりまつり栃尾

りりしい姿のお鷹もち

手
か
が
り
て
ま
り
は
、
昔
、
紬
を
織
る
山
里
の
女
衆
が
、

紬
の
残
り
糸
を
利
用
し
て
作
っ
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
代
々
作
り
つ
が
れ
て
き
た
懐
か
し
い
伝
統
柄
や
、

華
や
か
な
創
作
模
様
の
て
ま
り
な
ど
三
千
個
を
展
示
即
売
す

る
「
栃
尾
て
ま
り
ま
つ
り
」
。

会
場
で
は
手
か
が
り
て
ま
り
の
制
作
実
演
・
体
験
会
も
行

わ
れ
ま
す
。

５月１日(日)と き
～５日(祝)10時～16時
常安寺(谷内２)ところ

多彩なてまりに見とれる来場者

健 診 名 月 日 対象者生年月

16年12月生まれ
４ カ 月 児 健 診 ５月10日(火)

17年１月生まれ

２歳児歯科健診 ５月19日(木) 15年４月生まれ
３歳児歯科健診 ５月19日(木) 14年４月生まれ
３ 歳 児 健 診 ５月11日(水) 14年１月生まれ

□予防接種
市民会館２階会 場 ▼

午後１時～１時10分（受付時間）時 間 ▼

種 類 月 日 対象者生年月
ポリオ１回目 16年9～12月生まれ５月12日(木)
Ｂ Ｃ Ｇ 17年２月生まれ５月18日(水)
※母子手帳は忘れずに持参してください。
※予診票は、必ず記入してきてください。
（体温は会場で測っていただきます）

※別冊の「予防接種と子どもの健康」を必ず読
んできてください。

□総合健康相談、子育て相談
◎赤ちゃんのことからお年寄りのことまで、健康に
ついて相談のある人は、おいでください。

医師、保健師、栄養士、助産師相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
５月17日(火) 保健福祉センター 午後１時～２時

◎５月の子育て相談は、休みます。

□心の悩み精神保健相談
５月13日(金）午後２時～３時日 時 ▼

保健福祉センター（新栄町2-2-23）会 場 ▼

長岡地域振興局健康福祉環境部問合せ ▼

33-4931
※事前に予約ください。

□乳幼児健診
保健福祉センター会 場 ▼

（新栄町2-2-23）
午後１時までに集合時 間 ▼

◎２歳児歯科健診、３歳児歯科
健診では、健診前に歯を磨い
ておいてください。また、希
望者にフッ素塗布を実施しま
す。
※母子手帳、問診票を忘れずに持
参してください。

平成17年

４.18

人口 ２４,０４３人 男 １１,７４６人 女 １２,２９７人 世帯数 ７,４２１
市のようす

３月末現在

出
発
日
・
対
象

４
月

日
〜
６
月

５
月

日
11

（水）

11

日
の
更
新
者
（
栃
尾
警
察
署

11バ
ス
停
９
時
発
）

往
復
千
円

負
担
金

出
発
日
の
２
日
前
ま
で
に

申
込
み

交
通
安
全
協
会

‐
５
２
１
３

52

不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
遭
い
困

っ
て
い
る
人
は
、
ま
ず
県
の
交
通
事

故
相
談
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

優
良
運
転
者
の
免
許
更
新
に

バ
ス
を
運
行
し
ま
す

県
交
通
事
故
相
談
所

巡

回

相

談

な
お
、
相
談
は
無
料
で
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
保
護
さ
れ
ま
す
。

５
月

日

・

日

、

と

き

10

（火）

24

（火）

い
ず
れ
も

時
〜

時

13

15

長
岡
地
域
振
興
局
（
長
岡

と
こ
ろ

市
四
郎
丸
町
１
７
３
‐
２
）

新
潟
県
交
通
事
故
相
談
所

問
合
せ０

２
５
‐
２
８
０
‐
５
７
５
０

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
年
中
無
休
）

新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
は
、
中
高
年
の
人
に
役
立
つ
い
ろ

い
ろ
な
情
報
を
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
のよ

ろ
ず
相
談

広報とちお おしらせ版 17.4.18 (8)|||||| |||||

長 岡 圏 域
イベント情報
http://www.kouiki.nagaoka.niigata.jp

【長岡市】
ながおか復興音楽祭▽

４月23日(土)と き
リリックホールおよび千秋が原ところ

ふるさとの森一帯
リリックホール 29-7715問合せ

徳川美術館名品展｢姫君の華麗なる日々｣▽

４月23日(土)～６月５日(日)と き
県立歴史博物館 47-6130ところ・問合せ

越路花いっぱいフェア▽

４月29日(祝)と き
越路支所駐車場ところ
越路支所産業課 92-5903問合せ

スーパードッグスコンペティション▽

in ＫＯＳＨＩＪＩ
５月14日(土)・15日(日)と き
越路河川公園(予定)ところ
越路支所産業課 92-5903問合せ

第21回みしま西山連峰登山マラソン大会▽

５月15日(日)と き
みしま会館ところ
大会事務局 42-2221問合せ

【小千谷市】
小千谷復興祈念ウォーク▽

４月29日(祝)と き
市内コース（サンプラザ発着）ところ
小千谷新聞社 82-2378問合せ

【見附市】
東京スカパラダイスオーケストラ2005▽

５月19日(木)開演19時と き
アルカディア 63-5321ところ・問合せ

相談種別 相談時間 相談日

よろず相談 9 00～17 00 毎週月～金曜日: :

専門相談(事前に予約が必要です)

毎週月曜日
法 律 13 30～16 00: :

第４木曜日

医 療 13 30～15 30 11日(振替): :

痴 呆 14 00～16 00 第３水曜日: :

公的年金･保険 13 30～15 30 10日(振替): :

税 金 10 00～12 00 第２金曜日: :

健康・介護 10 00～16 00 第２木曜日: :

死者 傷者交通事故
３月 4件

17年累計 12件

0 人

0 人

5人

13人

～急いでも次の信号でまた一緒。
慌てず焦らずゆとりを持って！～



こ
の
調
査
は
、
栃
尾
市
を
川
東
地

区
と
川
中
地
区
、
お
よ
び
川
西
地
区

の
３
地
区
に
分
割
し
て
３
年
ご
と
に

実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
川
西

地
区
が
調
査
対
象
と
な
り
、
左
の
表

に
よ
り
訪
問
す
る
予
定
で
す
。

調
査
に
入
る
前
に
、
町
内
ご
と
に

詳
し
い
日
程
表
を
回
覧
し
て
お
知
ら

◆
平
成

年
度
は
川
西
地
区

17

せ
し
ま
す
。

消
費
機
器
調
査
と
は
、
排
気
ガ
ス

中
毒
を
防
ぐ
た
め
、
ガ
ス
消
費
量
の

多
い
風
呂
が
ま
と
ガ
ス
湯
沸
器
、
お

よ
び
そ
の
給
排
気
設
備
に
不
備
が
な

い
か
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

ガ
ス
機
器
を
安
全
に
使
用
し
て
い

◆
消
費
機
器
調
査
と
は
？

る
か
、
排
気
筒
に
す
き
間
が
な
い
か
、

給
排
気
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
て
い

る
か
な
ど
を
点
検
し
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

ま
た
、
不
完
全
燃
焼
防
止
機
能
の

付
い
て
い
な
い
小
型
瞬
間
湯
沸
器
に

つ
い
て
も
、
有
毒
な
一
酸
化
炭
素
が

発
生
し
て
い
な
い
か
、
排
気
ガ
ス
の

点
検
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

係
員
が
訪
問
し
て
留
守
の
場
合
、

不
在
連
絡
票
を
置
い
て
き
ま
す
の
で
、

希
望
の
調
査
日
時
を
ガ
ス
水
道
局
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
休
日
や
夜

間
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

ガ
ス
水
道
局

問
合
せ

‐
５
８
２
６

52

◆
調
査
希
望
日
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

|||||| |||||(3) 広報とちお おしらせ版 17.4.18

電
動
生
ご
み
処
理
機
購
入
費
助
成
事
業
を
、
今
年
度

も
次
の
と
お
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

対

象
▽
市
民
が
自
宅
で
使
用
す
る
電
動
生
ご
み
処
理
機

▽
購
入
先
は
市
内
の
販
売
店
ま
た
は
取
扱
店
に
限
る

※
以
前
に
同
制
度
を
活
用
し
て
購
入
し
た
世
帯
は
除
く

補
助
金
の
額
お
よ
び
台
数
（
１
世
帯
あ
た
り
）

▽
補
助
金
の
額
…
購
入
額
の
半
額
で
、
２
万
円
限
度
▽
補
助
台
数
…
１
基

申
請
の
受
付
日
・
場
所

月
曜
〜
金
曜
日
、
８
時

分
〜

時

環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
楡
原
）

30

17

※
購
入
す
る
前
に
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す

４
月

日
（
み
ど
り
の

29

日
）
か
ら
５
月
５
日
（
こ

ど
も
の
日
）
ま
で
の
休
日

の
ご
み
収
集
な
ど
の
業
務

は
、
下
の
表
の
と
お
り
で

す
。
（
リ
サ
イ
ク
ル
品
の

収
集
は
５
月
２
日

の
み

（月）

通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
）

ま
た
春
の
粗
大
ご
み
の

収
集
は
、
５
月

日

か

16

（月）

ら
実
施
す
る
予
定
で
す
。

詳
し
い
日
程
は
、
後
日
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
ゴ
ミ
収
集

◆
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
に
補
助

環
境
衛
生
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
合
せ

‐
２
４
７
７

53

クリーンセンター
ごみ収集 (ゴミの持込み)

休み 休み
４/29(金)
みどりの日

通常どおり
４/30(土) 通常どおり 午前中のみ

休み 休み５/１(日)

通常どおり
５/２(月) 通常どおり

午後５時まで
５/３(火) 燃えるごみ 午後５時まで
憲法記念日 のみ収集 受 付

休み 休み
５/４(水)
国民の休日

休み 休み
５/５(木)
こどもの日

と

の

調
査
に
伺
い
ま
す

ガ
ス
水
道
局
で
は
、
都
市
ガ
ス
を
使
用
し
て
い
る
需
要
家
を
対
象
に

３
年
に
１
回
、
ガ
ス
漏
れ
と
ガ
ス
消
費
機
器
の
調
査
（
ガ
ス
機
器
の
給

排
気
設
備
の
調
査
）
に
伺
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
ガ
ス
を
安
心
し
て
使
用
す
る
た
め
の
大
切
な
調
査
で

す
。
協
力
く
だ
さ
い
。

【調査日程表】
町 名 調査月

鴉 ヶ 島 ４月

水 沢 ４月

岩 野 ４月

楡 原 ４月・５月

新 栄 町 ６月

栄 町 ７月・８月

山 田 町 ８月・９月

小 貫 ９月・10月

新 町 10月

大 町 11月

表 町 11月・12月

大 野 町 12月・１月

北 荷 頃 ２月・３月

ガス機器は新鮮な
空気を求めています

ガス機器が劣化したり、換
気が不十分な状態でガスが燃
焼すると、不完全燃焼となり、
同時に有害な一酸化炭素が発
生し中毒する恐れがあります。
コンロや小型湯沸器を使用

するときは、必ず換気扇を回
すか窓を開け、新鮮な空気に
入れ替えましょう。

国営越後丘陵公園

チューリップまつり
と き：５月８日(日)まで、9時30分～17時 入場料：大人400円、小・中学生80円

ところ・問合せ：国営越後丘陵公園(長岡市) 47 8001-

自
動
車
の
所
有
者
は
、
納
税
通
知

書
が
届
い
た
ら
納
期
限(
５
月

日)

31

ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

納
税
義
務
者

平
成

年
４
月
１
日
現
在
の
自
動

17

車
の
所
有
者

納
付
場
所

…
第
四
銀
行
、
北

▽
軽
自
動
車
税

越
銀
行
、
長
岡
信
用
金
庫
、
越

後
な
が
お
か
農
協
、
市
役
所

軽
自
動
車
税
・

自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月

日

で
す

31

（火）

…
銀
行
、
信
用
金
庫
、

▽
自
動
車
税

信
用
組
合
、
農
業
協
同
組
合
、

労
働
金
庫
、
県
内
郵
便
局
、
県

税
事
務
所
、
地
域
振
興
局
県
税

部

◎
自
動
車
税
の
臨
時
納
付
窓
口

５
月

日

・

日

と

き

28

（土）

29

（日）

９
時
〜

時
17県

税
事
務
所
、
地
域
振

と
こ
ろ

興
局
県
税
部

※
納
税
通
知
書
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※
軽
自
動
車
税
の
納
付
は
で
き
ま

せ
ん
。軽

自
動
車
税
…
税
務
課
管

問
合
せ

理
係

‐
５
８
３
７
、
自
動
車

52

税
…
長
岡
地
域
振
興
局
県
税
部
収

税
課

‐
２
５
１
０

38

お
り
な
す
で
行
う
パ
ソ
コ
ン
講
座

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

◆
「
パ
ソ
コ
ン
入
門
」

パ
ソ
コ
ン
の
仕
組
み
や
文

内

容
字
入
力
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電

子
メ
ー
ル
の
基
本
操
作
を
学
習
し

ま
す
。

５
／

・

・

と

き

10
（火）

12
（木）

17
（火）

・

・

・

、
い
ず
れ

19
（木）

24
（火）

26
（木）

も

時
〜

時

19

21
四
千
円(

テ
キ
ス
ト
代
別)

受
講
料

人
（
先
着
順
）

定

員

20

※
受
講
者
が
少
な
い
と
き
は
、
講
座

を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

開
催
日
７
日
前

申
込
み
・
問
合
せ

ま
で
に
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
お
り

な
す

‐
１
３
３
１

51

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
い
い
汗
を
流

教
室
・
講
座

す
こ
や
か

ス
ポ
ー
ツ
教
室

お
り
な
す

パ
ソ
コ
ン
講
座

し
、
健
康
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

５
月

日

〜
７
月

日

と

き

18

（水）

20

全

回
、
９
時

分
〜

時

（水）

10

30

11

分
30

総
合
体
育
館

と
こ
ろ

体
育
指
導
委
員

講

師

歳
以
上

対

象

60
人
程
度
（
先
着
順
）

定

員

60千
円
（
保
険
料
）

参
加
費

運
動
の
で
き
る
服
装
、
内

持
ち
物

履
き

４
月

日

か

申
込
み
・
問
合
せ

25

（月）

ら
参
加
費
を
添
え
て
総
合
体
育
館

‐
５
５
７
１

52
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
体
を
動
か
す

楽
し
さ
を
体
感
し
ま
し
ょ
う
。

５
月
〜

月
の
第
２
・
４

と

き

12

土
曜
日
、

時

分
〜

時

分

13

30

16

30

総
合
体
育
館

と
こ
ろ

体
育
指
導
委
員

講

師

市
内
に
通
学
・
通
勤
し
て

対

象
い
る
小
学
生
以
上

子
ど
も
…

人
、
大
人
…

定

員

50

人
（
い
ず
れ
も
先
着
順
）

30

子
ど
も
…
五
百
円
、
大
人

参
加
費

…
千
円(

い
ず
れ
も
保
険
料
な
ど)

運
動
の
で
き
る
服
装
、
内

持
ち
物

履
き

４
月

日

か

申
込
み
・
問
合
せ

25

（月）

わ
く
わ
くス

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

ら
５
月
２
日

ま
で
に
参
加
費
を

（月）

添
え
て
総
合
体
育
館

‐
５
５

52

７
１

５
月
〜

月
の
第
１
日
曜

と

き

11

日

全
７
回
、

時
〜

時

13

16

美
術
館
「
ア
ト
リ
エ
」

と
こ
ろ

穂
苅
春
雄
さ
ん

講

師

高
校
生
以
上

対

象

人
程
度
（
先
着
順
）

定

員

10五
千
円(

新
規
受
講
者
の

受
講
料

み)

４
月

日

か

申
込
み
・
問
合
せ

26

（火）

ら

日

ま
で
に
受
講
料
を
添
え

29

（金）

て
美
術
館

‐
６
３
０
０

53

｢

日
本
画
講
座｣受

講
者
募
集
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源氏伝承史跡めぐり
ＮＨＫ大河ドラマで｢源義経｣が放送されています

が、栃尾市には源氏ゆかりの史跡が３カ所あります。
栃堀には義経の愛妾｢静御前｣の墓とされる石塔が

あいしょう

あり、赤谷には那須与一が一時在城したといわれる
な す の よ い ち

古戸城跡があります。また小貫には、自分の命と引
き換えに義経を助けた佐藤継信・忠信兄弟の母の乙

つぐ の ぶ た だ の ぶ

和御前が、羽黒神社を勧請したと刻み込まれた石碑
かんじょう

があります。
そこで、源氏伝承を市民に知ってもらおうと史跡

めぐりを行います。ぜひ、参加ください。
①５月７日(土)②15日(日)③21日(土)、いと き

ずれも８時30分～12時、文化センター集合・解散
※申込みはいずれか１回

静御前の墓(栃堀) 古戸城跡(赤谷) 羽行き先 ▽ ▽ ▽

黒神社(小貫)
いずれも25人(先着順)定 員
200円(保険料、飲み物代)参加費

４月25日(月)から参加費を添えて申込み・問合せ
公民館 ５２－２０２０

消
防
団
幹
部
人
事
異
動

(

４
月
２
日
付
け)

▽
第
六
分
団
長
諸
橋
市

◆
昇

任

郎
▽
第
一
副
分
団
長
大
橋
興
宣

▽
第
二
副
分
団
長
植
木
毅
▽
第

六
副
分
団
長
齋
藤
峰
▽
第
六
副

分
団
長
今
井
一
義

▽
分
団
長
大
崎
稔(

第

◆
本

部

六
分
団
長)▽

矢
島
和
明(

第
一
副

◆
退

職

分
団
長)

▽
髙
見
信
和(

第
二
副

分
団
長)

▽
金
内
昌
利(

第
六
副

分
団
長)

文化センター

ギャラリーとちお
◆春の山野草展(とちお愛草会)

５／７(土)・８(日)
◆写真展(栃尾写真クラブ)
５／15(日)～29(日)



不
服
申
立
て
は
、
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

市
内
に
住
所
が
あ
る
人
、
市
内
に

事
業
所
な
ど
を
持
っ
て
い
る
人
、
市

内
の
事
業
所
な
ど
に
勤
務
お
よ
び
学

校
に
在
学
し
て
い
る
人
、
市
が
行
う

事
業
に
具
体
的
な
利
害
関
係
を
持
っ

て
い
る
人
が
請
求
で
き
ま
す
。

個
人
情
報
の
開
示
な
ど
の
請
求
は
、

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
人
で
あ
れ
ば
、
自
分
自
身
の
個

人
情
報
の
閲
覧
ま
た
は
そ
の
写
し
の

交
付
な
ど
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査

会
は
、
不
服
申
立
て
が
な
か
っ
た

た
め
開
催
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

問
合
せ

総
務
課
庶
務
係‐

５
８
１
５

52

不
服
申
立
て
の
件
数
と
決
定
状
況

請
求
で
き
る
人

情
報
公
開
請
求
が
で
き
る
人

◆
個
人
情
報
開
示
の
請
求
と

決
定
状
況

請
求
件
数

(5)||||||広報とちお おしらせ版 17.4.18|||||

市
は
、
「
情
報
公
開
条
例
」
と
「
個
人
情
報
保
護
条
例
」
を
制
定
し
、

市
民
参
加
に
よ
る
公
正
で
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
を
目
的
に
、
情
報
公

開
お
よ
び
個
人
情
報
の
開
示
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
制
度
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
毎
年
度
実
施
状

況
を
公
表
し
ま
す
。
平
成

年
度
の
実
施
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

16

情報公開請求 情報公開申出
請 処理状況 不 申 処理状況 不

実 施 機 関 求 公 部 非 服 出 公 部 非 服
分 公 申 分 公 申

件 公 立 件 公 立
数 開 開 開 て 数 開 開 開 て

市 長 2 1 1 1 1
教 育 委 員 会
選挙管理委員会
監 査 委 員
公 平 委 員 会
農 業 委 員 会
固定資産評価
審 査 委 員 会
ガ ス 水 道 局
消 防 長
議 会 1 1 1 1
合 計 3 2 1 2 2

※市の情報公開条例は、実施機関が平成13年４月１日以降に作成、または
取得した公文書を対象としていますが、それ以前に作成、または取得し
た公文書についても公開の申出として応じるよう努めています。

情
報
公
開
お
よ
び

個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況

平成
１6年度

◆情報公開の請求と決定状況

市
長
と
語
ろ
う

市
民
対
話
集
会

今
年
度
は
、
災
害
復
興
に
全
力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
長
岡
市

と
の
合
併
に
備
え
る
重
要
な
年
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
栃
尾
市
と
し

て
は
限
ら
れ
た
期
間
と
な
り
ま
す
が
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
声
を
こ
れ

か
ら
の
市
政
運
営
に
生
か
し
て
い
く
た
め
に
、
市
民
対
話
集
会
を
開
催

し
ま
す
。

当
日
は
、
災
害
復
興
へ
の
対
応
、
合
併
に
あ
た
っ
て
協
議
し
て
き
た

調
整
事
項
お
よ
び
新
市
の
建
設
計
画
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
市
長
が

直
接
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
質
問
を
お
聞
き
し
ま
す
。

皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
、
ふ
る
さ
と
栃
尾
へ
の
思
い
を
ぜ
ひ

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
事
前
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日

程月

日

会

場

５
月
９
日

ふ
る
さ
と
交
流
会
館
（
栃
堀
）

（月）
日

一
之
貝
担
い
手
セ
ン
タ
ー

10

（火）
日

塩
谷
地
区
開
発
セ
ン
タ
ー｢

大
ホ
ー
ル｣(

大
野
原)

14

（土）
日

皆
楽
荘｢

大
広
間｣(

吉
水)

20

（金）
日

西
谷
地
区
開
発
セ
ン
タ
ー｢

大
広
間｣(

北
荷
頃)

23

（月）
日

産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
お
り
な
す｢

第
１
・
２
会
議
室｣

24

（火）
日

旧
上
来
伝
公
民
館

26

（木）
日

ふ
る
さ
と
会
館
（
西
中
野
俣
）

27

（金）
日

ま
ん
さ
く
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
西
野
俣
）

30

（月）
日

文
化
セ
ン
タ
ー
「
大
会
議
室
」

31

（火）

※
時
間
は
、
い
ず
れ
の
会
場
も
午
後
７
時

分
〜
９
時
の
予
定

30

で
す
。

問
合
せ

企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

‐
５
８
１
６

52

自
由
な
気
持
ち
で
絵
を
描
く
よ
う

に
、
楽
し
み
な
が
ら
文
字
を
書
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

５
月

日

〜
９
月
ま
で

と

き

14

（土）

の
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
、

時
10

〜

時
12

文
化
セ
ン
タ
ー｢

学
習
室｣

と
こ
ろ

松
田
香
月
さ
ん

講

師

人

定

員

30無

料

受
講
料

※
教
材
費
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。

大
筆
、
小
筆
、
文
鎮

持
ち
物

ぶ

ん

ち

ん

公
民
館

‐

申
込
み
・
問
合
せ

52

２
０
２
０

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
身
体
を
動
か

し
、
み
ん
な
で
楽
し
い
輪
を
作
り
、

心
身
の
健
康
作
り
講
座

筆
で
文
字
を
楽
し
む
教
室

（
前
期
）

心
身
の
健
康
作
り
を
し
ま
す
。

５
月

日

〜

月
ま
で

と

き

12

（木）

12

の
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
、

時
13

分
〜

時

分

30

15

30

文
化
セ
ン
タ
ー
「
和
室
」

と
こ
ろ

稲
穂
寿
紫
さ
ん
（
稲
穂
流

講

師
家
元
）

歳
以
上
の
人

対

象

60
人
（
先
着
順
）

定

員

20無

料

参
加
費

運
動
の
で
き
る
服
装
、
タ

持
ち
物

オ
ル

生
涯
学
習
課
生

申
込
み
・
問
合
せ

涯
学
習
係

‐
２
０
２
０

52

初
心
者
を
対
象
に
カ
メ
ラ
の
仕
組

み
、
撮
影
技
術
の
基
礎
な
ど
を
学
ぶ

写
真
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

５
月

日

〜
来
年
２
月

と

き

12

（木）

ま
で
の
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
、

時
〜

時

分

19

21

30

文
化
セ
ン
タ
ー｢

学
習
室｣

と
こ
ろ

小
林
敬
次
郎
さ
ん

講

師

一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
持
っ

対

象
て
い
る
写
真
初
心
者

人
（
先
着
順
）

定

員

20月
額
千
円

受
講
料

※
受
講
料
の
ほ
か
に
、
教
材
費
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

４
月

日

か

申
込
み
・
問
合
せ

25

（月）

初
心
者
写
真
講
座

ら
公
民
館

‐
２
０
２
０

52

だ
れ
で
も
で
き
る
手
話
教
室
で
す
。

５
月
６
日
〜
６
月
３
日
ま

と

き
で
の
毎
週
金
曜
日
、

時

分
〜

19

30

時
21

文
化
セ
ン
タ
ー｢

学
習
室｣

と
こ
ろ

栃
尾
手
話
サ
ー
ク
ル

講

師

小
学
生
以
上

対

象

無

料

受
講
料

筆
記
用
具

持
ち
物

社
会
福
祉
協
議

申
込
み
・
問
合
せ

会

‐
５
８
９
５
ま
た
は
公
民

52

館

‐
２
０
２
０

52
５
月

日

時
〜

と

き

15

（日）
12

（
雨
天
決
行
）

産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
お
り

と
こ
ろ

な
す
芝
生
広
場

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

対

象

個
人
戦
・

ホ

競
技
種
目
・
方
法

32

ー
ル
の
合
計
打
数

五
百
円
（
保
険
料
な
ど
）

参
加
費

催

し

回
市
民

第
18

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

初
心
者
の
た
め
の

手

話

教

室

申
込
書
に
よ
り

申
込
み
・
問
合
せ

４
月

日

か
ら
５
月
２
日

ま

25

（月）

（月）

で
に
参
加
費
を
添
え
て
総
合
体
育

館

‐
５
５
７
１

52

テ
ニ
ス
で
い
い
汗
流
し
ま
せ
ん
か
。

５
月

日

〜
６
月

日

と

き

16

（月）

17

の
毎
週
月
・
金
曜
日

全

回
、

（金）

10

時
〜

時

分

19

21

30

市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
刈

と
こ
ろ

谷
田
中
学
校
隣
）

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

対

象
す
る
テ
ニ
ス
の
初
心
者
、
初
級
者

三
千
円
（
保
険
料
を
含
む
、

参
加
費

初
回
時
に
会
場
に
て
）

５
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

12

（木）

で
総
合
体
育
館
内
体
育
協
会
事
務

局

‐
５
５
７
１

52
６
月

日

〜

月
末
日

と

き

12

（日）

11

の
木
曜
日
ま
た
は
土
曜
日

時
19

30

分
〜

総
合
体
育
館
ま
た
は
秋
葉

と
こ
ろ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

参
加
チ
ー
ム
募
集

そ
の
他

テ
ニ
ス
協
会

初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

中
学
校
体
育
館

高
校
生
以
上
で
市
内
ま
た

対

象
は
見
附
市
に
在
住
・
勤
務
す
る
人

１
チ
ー
ム
五
千
円

参
加
費

試
合
日
程
・
競
技
方
法
な

そ
の
他

ど
は
、
参
加
チ
ー
ム
と
主
催
者
で

協
議
し
決
定
し
ま
す
。

５
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

13

（金）

で
に
参
加
費
を
添
え
て
協
会
事
務

局
・
三
沢

０
９
０
‐
２
３
１
９

‐
５
６
０
０

｢

ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
」
は
、
誰
に
で

も
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

◆
「
ユ
ニ
テ
リ
ー
ズ
」

毎
週
火
曜
日

時

分

練
習
日

19

30

〜

時

分

21

30中
学
生
以
上

対

象

入
会
金
…
千
円
、
会
費

参
加
費

…
月
額
三
百
円
ほ
か

◆
「
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」

毎
週
金
曜
日

時

分

練
習
日

19

30

〜

時
21

４
歳
〜
小
学
６
学
生

対

象

入
会
金
…
無
料
、
会
費

参
加
費

…
月
額
四
百
円
ほ
か

総
合
体
育
館

練
習
場
所

総
合
体
育
館

申
込
み
・
問
合
せ

‐
５
５
７
１
ま
た
は
協
会
・
五

52十
嵐

‐
３
８
２
２

53

ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
ク
ラ
ブ

会
員
募
集
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Ｒ
２
９
０
と
ち
お｣

道
の
駅｢

休
憩
コ
ー
ナ
ー

○
筒
場
太
山
写
真
展
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｓ
Ｅ
Ａ-

Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｎ

Ｓ
Ｔ
Ｏ

Ｒ
Ｙ
」

５
／

〜

３
（祝）

15
（日）



お
題

「
笑
」

※
お
題
は｢

笑
み｣

で
す
が
、｢

笑｣

の

ゑ

文
字
を
使
用
し
て
い
れ
ば
よ
く
、

｢

笑
ひ｣

も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

わ
ら

詠
進
要
領

①
自
作
の
短
歌
一
人
一
首(

未
発
表)

②
半
紙
（
習
字
用
）
に
毛
筆
で
自
筆
。

た
だ
し
、
病
気
ま
た
は
身
体
障
害

で
代
筆
の
場
合
は
、
別
紙
に
代
筆

の
理
由
・
代
筆
者
の
住
所
・
氏
名

を
別
紙
に
書
き
、
ワ
ー
プ
ロ
や
パ

ソ
コ
ン
な
ど
で
印
字
す
る
場
合
は
、

機
器
を
使
用
し
た
理
由
を
書
き
、

詠
進
歌
に
添
付
す
る
。
視
覚
障
害

の
人
は
点
字
も
可

③
書
式
は
次
の
よ
う
に
縦
書
き
で
、

職
業
は
具
体
的
に
、
ま
た
無
職
の

場
合
は｢

無
職｣(

な
る
べ
く
元
の

職
業
を)

、
主
婦
は｢

主
婦｣

。

平
成

年
歌
会
始

18お
題
お
よ
び
詠
進
歌

一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し

注

意
た
場
合
、
歌
会
始
以
前
に
発
表
し

た
場
合
、
詠
進
要
領
に
よ
ら
な
い

場
合
な
ど
は
失
格
と
な
り
ま
す
。

９
月

日

ま
で
に
〒
一

詠

進

30

（金）

〇
〇
‐
八
一
一
一

宮
内
庁

※
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
明
示

切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封

問
合
せ

筒
を
添
え
て
９
月

日

ま
で
に

20

（火）

宮
内
庁
式
部
職

http://www.kunaicho.go.jp/
12/d12-03.html

免
許
を
必
要
と
し
な
い
小
規
模
ボ

イ
ラ
ー
の
取
扱
業
務
に
従
事
す
る
資

格
取
得
の
た
め
の
講
習
で
す
。

修
了
証
取
得
後
、
４
カ
月
以
上
小

規
模
ボ
イ
ラ
ー
を
取
り
扱
っ
た
経
験

が
あ
る
と
２
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
の
試

験
を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

６
月
８
日

・
９
日

、

と

き

（水）

（木）

い
ず
れ
も
９
時
〜

時
18

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟

と
こ
ろ

（
長
岡
市
住
吉
３
‐
１
‐
１
）

人
（
先
着
順
）

定

員

50八
千
円
（
教
材
は
別
途
）

受
講
料

会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り

そ
の
他

ま
せ
ん
の
で
、
車
で
の
来
場
は
で

き
ま
せ
ん
。

日
本
ボ
イ
ラ

申
込
み
・
問
合
せ

（社）

ボ
イ
ラ
ー
取
扱
技
能
講
習

協
会
新
潟
支
部

０
２
５
‐
２
８

０
‐
０
１
０
０

６
月

日

・

日

、

と

き

14

（火）

15

（水）

い
ず
れ
も
９
時

分
〜

時

分

30

16

30

新
発
田
市
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

と
こ
ろ

ン
タ
ー
（
新
発
田
市
本
町
４
‐
16

‐

）
83

人
（
先
着
順
）

定

員

50八
千
円
（
教
材
は
別
途
）

受
講
料

日
本
ボ
イ
ラ

申
込
み
・
問
合
せ

（社）

協
会
新
潟
支
部

０
２
５
‐
２
８

０
‐
０
１
０
０

８
月
中
旬
に
実
施
す
る
予
定
の
二

級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許
試
験
の
準
備

講
習
で
す
。７

月

日

・

日

、

と

き

21

（木）

22

（金）

い
ず
れ
も
９
時
〜

時
17

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟

と
こ
ろ

人
（
先
着
順
）

定

員

50八
千
円
（
教
材
は
別
途
）

受
講
料

◎
必
須
教
材
な
ど
、
詳
し
い
内
容
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
本
ボ
イ
ラ

申
込
み
・
問
合
せ

（社）

協
会
新
潟
支
部

０
２
５
‐
２
８

０
‐
０
１
０
０

２
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士

免
許
試
験
準
備
講
習

小
型
ボ
イ
ラ
ー
取
扱
業
務

特

別

教

育

７
月

日

時
〜

時

と

き

13

（水）
13

15

分
30

長
岡
市

と
こ
ろ

４
月

日

か
ら
長

願
書
の
配
付

14

（木）

調

理

師

試

験

岡
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部

（
長
岡
保
健
所
）

５
月

日

〜

願
書
の
提
出
期
間

16

（月）

日
23

（月）

長
岡
地

願
書
の
提
出
先
・
問
合
せ

域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部
（
長

岡
保
健
所
）

‐
４
９
３
０

33

|||||| |||||(7) 広報とちお おしらせ版 17.4.18

書式図（横長）

お
題

「
笑
み
」

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

(

山
折
り)

住

所

〒

電
話
番
号

氏

名

ふ

り

が

な

生
年
月
日

職

業

☆
大
型
連
休
イ
ベ
ン
ト

｢

し
ゃ
ぼ
ん
玉
と

遊
び
ま
シ
ョ
ー｣

４
月

日

〜

と

き

29

（祝）
５
月
８
日
（日）

※
１
日
４
回
、
６
日
の
み
３
回

☆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
春
番
組

｢

翔
け
ろ
！

か

日
本
か
ら
星
の
世
界
へ｣

６
月

日

ま
で

と

き

12

（日）

▽
３
日

①

時

☆
各
種
教
室

（祝）

13

〜
②

時
〜
③

時
〜｢

ぶ
ん

14

15

ぶ
ん
コ
マ｣

▽
４
日

時
〜

（祝）
11

時｢

昼
間
の
星
を
観
察
し
よ

12う｣

▽
５
日

①

時
〜

時

（祝）

13

14

分
②

時

分
〜

時

分

15

14

30

15

15

「
蒸
気
機
関
車
の
話
」
▽
８
日

①

時
〜
②

時
〜
「
か
ら

（日）

13

15

く
り
の
世
界
」
▽

日

時

15

（日）
13

分
〜

時

分
「
火
山
灰
の

30

14

30

中
か
ら
鉱
物
を
探
そ
う
（
要
予

約)｣

、

時
〜

時｢

昼
間
の

15

16

星
を
観
察
し
よ
う｣

▽

日
21

（土）

時
〜

時

分｢

ア
メ
ー
バ

13

15

30

ー
を
観
察
し
よ
う(

要
予
約)｣

▽

日

時
〜｢

音
楽
と
科

22

（日）
13

学
の
ふ
れ
あ
い
広
場｣

▽

日
24

時
〜

時｢

星
空
ウ
ォ
ッ

（火）
19

21

チ
ン
グ(

要
予
約)｣

▽

日
28

（土）

時

分
〜

時

分｢

プ
ラ

15

40

16

20

ネ
タ
リ
ウ
ム
星
空
散
歩｣

、
①

時
〜
②

時

分
〜
③

時

11

13

30

14

分｢

展
示
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解

30説｣

※
教
室
に
よ
っ
て
は
、
入
館
料
の

ほ
か
に
参
加
費
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

毎
週
月
曜
日

休
館
日

新
潟
県
立
自
然
科
学
館

問
合
せ０

２
５
‐
２
８
３
‐
３
３
３
１

URL:http://www.lalanet.
gr.jp/nsm/index.html

月
の
催
物

県
立
自
然
科
学
館

５

謙
信
公
ゆ
か
り
の
史
跡
ガ
イ
ド
や

思
い
出
の
栃
尾
織
物
（
着
物
）
の
展

示
、
栃
尾
な
ら
で
は
の
食
を
提
供
す

る
茶
屋
を
楽
し
み
な
が
ら
雁
木
を
歩

い
て
く
だ
さ
い
。

５
月
３
日

〜
５
日

と

き

（祝）

（祝）

新
町
、
大
町
、
表
町
、
谷

と
こ
ろ

と
ち
お
町
め
ぐ
り

〜
雁
木
あ
い
ぼ
〜

内
通
り
、
秋
葉
公
園

観
光
協
会

‐
１
１
９

問
合
せ

51

５

市
役
所
庁
舎
裏
の
車
庫

検
査
会
場

一
台
二
百
五
十
円
〜

検
査
手
数
料

二
千
八
百
円
（
新
潟
県
収
入
証
紙

は
か
り
の
定
期
検
査

に
よ
り
納
入
）

※
午
前
の
受
付
は

時
〜

時

分
、

10

11

30

午
後
は
１
時
〜
３
時
の
間
で
す
。

※
既
に
廃
業
ま
た
は
計
量
器
を
使
用

し
て
い
な
い
場
合
、
ま
た
新
た
に

営
業
と
し
て
は
か
り
を
使
用
し
た

人
は
、
事
前
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

問
合
せ

‐
５
８
２
７

52
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

育
児
支
援
講
習
会

延
長
保
育
や
学
童
保
育
を
担
う
人
材

を
育
成
す
る
た
め
、
育
児
支
援
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
よ
り
良
い
育
児
環

境
を
つ
く
る
た
め
、
シ
ル
バ
ー
世
代

の
知
恵
と
パ
ワ
ー
を
活
用
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

５
月

日

・
６
月
１
日

と

き

31

（火）

・
２
日

・
９
日

・

日

、

（水）

（木）

（木）

10

（金）

い
ず
れ
も

時
〜

時

10

15

文
化
セ
ン
タ
ー

ほ
か

と
こ
ろ

市
内
に
住
所
が
あ
る

歳

対

象

60

台
前
半
層
で
全
日
程
受
講
で
き
る

人

人
（
申
込
多
数
の
場
合

定

員

20

は
抽
選
）無

料

受
講
料

５
月
２
日

か

申
込
み
・
問
合
せ

（月）

ら

日

ま
で
に
シ
ル
バ
ー
人
材

18

（水）

セ
ン
タ
ー

‐
２
１
４
１

53

①
５
月

日

②

日

、

と

き

11

（水）

13

（金）

い
ず
れ
も

時

分
〜

時

19

30

21

①
総
合
体
育
館
「
ア
リ
ー

と
こ
ろ

ナ
」
②
刈
谷
田
中
学
校｢

柔
道
場｣

パ
ン
チ
や
キ
ッ
ク
の
基
本
、

内

容
関
節
技

な
ど

小
・
中
学
生
お
よ
び
一
般

対

象
女
性

無

料

参
加
費

大
道
塾
栃
尾
教

申
込
み
・
問
合
せ

室
・
目
黒

０
９
０
‐
２
７
２
４

‐
１
２
８
３

や
さ
し
い
護
身
術
・

空
手
無
料
体
験
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５
月

日

時
〜

と

き

17

（火）
10

12

時

分
・

時

分
〜

時

30

13

30

15

30

分

市
民
会
館

と
こ
ろ

※

・

献
血
に
協
力
く
だ

200
ml

400
ml

さ
い

保
健
福
祉
課
保
健
予
防

問
合
せ

係

‐
５
８
３
６

52

年
中
無
休
（
大
晦
日
、

と

き
元
旦
は
休
み
）
９
時

分
〜

30

17

時

長
岡
市
喜
多
町
１
１
１

と
こ
ろ

３
‐
１

※
成
分
献
血
に
協
力
く
だ
さ
い

０
１
２
０
‐
０
５
６

問
合
せ

い

‐
３
３
９

愛
の
献
血
に
協
力
く
だ
さ
い

◎
長
岡
き
た
ま
ち

献
血
ル
ー
ム

◎
献
血
バ
ス
が

や
っ
て
き
ま
す

実施期日 受付 検査実施の地区
午前 新栄町、栄町、山田町、新町５月16日(月)
午後 大町、表町、大野町
午前 谷内１･２丁目、滝の下町

５月17日(火) 上の原町、旭町、仲子町、午後
東町、本町

午前 金町、小貫、土ケ谷、金沢
５月18日(水) 原町、巻渕、平、東が丘、午後

天下島、川谷地区
下塩谷、上塩谷、東谷、午前
入東谷の４地区５月19日(木)
荷頃、西谷、中野俣、午後
半蔵金の４地区

「すみれの会」に参加しませんか
お年寄りを介護している家族の精神的、肉体的負担は計り知れま

せん。「すみれの会」は、同じ立場の人たちが定期的に集まり、介
護の工夫や悩みなどを話し合い大きな力となっています。あなたも
一人で悩まず参加してみませんか。参加費は無料です。
なお、下記日程以外にも介護経験者がいつでも相談に応じます。

ー平成17年度の予定ー
期 日 時 間 会 場 内 容
５月９日(月) 13:30～15:30 保健福祉センター 自主研修
６月13日(月) 10:00～15:00 保健福祉センター 調理実習･手芸
７月11日(月) 13:30～15:30 保健福祉センター 自主研修
８月８日(月) 13:30～15:30 検 討 中 施設見学
９月12日(月) ９:00～16:00 検 討 中 市外研修
10月11日(火) 13:30～15:30 保健福祉センター 自主研修
11月14日(月) 13:30～15:30 文 化 セ ン タ ー 介護体験発表会
12月12日(月) 10:00～15:00 保健福祉センター 調理実習･手芸
１月16日(月) 13:30～15:30 保健福祉センター 自主研修
２月13日(月) 13:30～15:30 保健福祉センター 自主研修
３月13日(月) 13:30～15:30 保健福祉センター 反 省 会

社会福祉協議会 ５２-５８９５申込み・問合せ
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